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(57)【要約】
　共有無線周波数（ＲＦ）スペクトル帯域におけるダウ
ンリンク（ＤＬ）スケジューリングおよびアップリンク
（ＵＬ）スケジューリングのための技法のための方法、
システムおよびデバイスが説明される。いくつかの態様
では、ワイヤレス通信デバイスが、共有ＲＦスペクトル
帯域のチャネルに関連するＵＬデータ送信許可を受信し
得る。ワイヤレス通信デバイスは、チャネルに関連する
チャネル準備完了プロシージャを実行し得る。ワイヤレ
ス通信デバイスはまた、チャネル準備完了プロシージャ
に少なくとも部分的に基づいて、チャネル準備完了情報
を基地局に送信し得る。チャネル準備完了情報は、共有
ＲＦ帯域とは異なる認可ＲＦスペクトル帯域のアップリ
ンクチャネルを介して送信され得る。他の態様では、基
地局が、共有ＲＦスペクトル帯域の１つまたは複数のチ
ャネル上でのデータ送信をスケジュールし得る。基地局
は、スケジュールされたデータ送信のためのデータ送信
許可をワイヤレス通信デバイスに送信し得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信デバイスによって、共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルに関連す
るアップリンクデータ送信許可を受信することと、
　前記ワイヤレス通信デバイスによって、前記チャネルに関連するチャネル準備完了プロ
シージャを実行することと、
　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、チャネル準備完了
情報を基地局に送信することと、前記チャネル準備完了情報が、前記共有無線周波数帯域
とは異なる認可無線周波数スペクトル帯域のＵＬチャネルを介して送信される、
を備えるワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記チャネルが利
用可能であると決定することと、
　前記チャネルが利用可能であるという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記チ
ャネルを介してデータを送信することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記チャネルが利
用不可能であると決定することと、
　前記チャネルが利用不可能であるという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記
チャネルを介したデータの送信を遅延させることと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記チャネル準備完了プロシージャを実行するより前に、前記アップリンクデータ送信
許可が受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信の後に、前記アップリンクデータ
送信許可が受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信とコンカレントに、前記チャネル
を介してデータを送信すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信の後に、前記チャネルを介してデ
ータを送信すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ワイヤレス通信デバイスによって、後続のチャネル準備完了情報を取得するために
、前記共有無線周波数スペクトル帯域の前記チャネルを監視することと、
　前記後続のチャネル準備完了情報を前記基地局に送信することと、前記後続のチャネル
準備完了情報が、前記認可無線周波数スペクトル帯域の前記アップリンクチャネルを介し
て送信される、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記共有無線周波数スペクトル帯域の前記チャネルを予約すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記認可無線周波数スペクトル帯域がロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線周
波数スペクトル帯域である、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
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　基地局によって、共有無線周波数スペクトル帯域の１つまたは複数のチャネル上でのデ
ータ送信をスケジュールすることと、
　前記スケジュールされたデータ送信のためのデータ送信許可をワイヤレス通信デバイス
に送信することと、前記データ送信許可が、前記共有無線周波数帯域とは異なる認可無線
周波数スペクトル帯域のダウンリンクチャネルを介して送信される、
を備えるワイヤレス通信の方法。
【請求項１２】
　前記ワイヤレス通信デバイスから前記１つまたは複数のチャネルに関連するチャネル準
備完了情報を受信すること、前記チャネル準備完了情報が、前記認可無線周波数スペクト
ル帯域のアップリンクチャネルを介して受信される、
をさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記データ送信許可が、前記ワイヤレス通信デバイスのアップリンクデータ送信に関連
し、前記方法が、
　前記受信されたチャネル準備完了情報に少なくとも部分的に基づいて、前記データ送信
許可を決定すること
をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記データ送信許可が、前記ワイヤレス通信デバイスへのダウンリンクデータ送信に関
連し、前記方法が、
　前記受信されたチャネル準備完了情報に少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは
複数のチャネルが利用不可能であると決定することと、
　前記データ送信許可の前記送信を遅延させることと
をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記データ送信がスケジュールされた時間において、前記１つまたは複数のチャネルの
準備完了にかかわらず、前記１つまたは複数のチャネルに関連する前記データ送信許可を
送信すること
をさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記データ送信許可に関連する情報を前記ワイヤレス通信デバイスに送信すること、前
記情報が、前記認可周波数スペクトル帯域の前記ダウンリンクチャネルを介して送信され
る、
をさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記情報が、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）、サブバンド割当て、またはそれ
らの組合せを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記認可無線周波数スペクトル帯域がロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線周
波数スペクトル帯域である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１９】
　共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルに関連するアップリンクデータ送信許可を受
信するための手段と、
　前記チャネルに関連するチャネル準備完了プロシージャを実行するための手段と、
　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、チャネル準備完了
情報を基地局に送信するための手段と、前記チャネル準備完了情報が、前記共有無線周波
数帯域とは異なる認可無線周波数スペクトル帯域のアップリンクチャネルを介して送信さ
れる、
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２０】
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　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記チャネルが利
用可能であると決定するための手段と、
　前記チャネルが利用可能であるという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記チ
ャネルを介してデータを送信するための手段と
をさらに備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記チャネルが利
用不可能であると決定するための手段と、
　前記チャネルが利用不可能であるという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記
チャネルを介したデータの送信を遅延させるための手段と
をさらに備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２２】
　前記チャネル準備完了プロシージャを実行するより前に、前記アップリンクデータ送信
許可が受信される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信の後に、前記アップリンクデータ
送信許可が受信される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２４】
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信とコンカレントに、前記チャネル
を介してデータを送信するための手段
をさらに備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２５】
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信の後に、前記チャネルを介してデ
ータを送信するための手段
をさらに備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２６】
　共有無線周波数スペクトル帯域の１つまたは複数のチャネル上でのデータ送信をスケジ
ュールするための手段と、
　前記スケジュールされたデータ送信のためのデータ送信許可をワイヤレス通信デバイス
に送信するための手段と、前記データ送信許可が、前記共有無線周波数帯域とは異なる認
可無線周波数スペクトル帯域のダウンリンクチャネルを介して送信される、
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２７】
　前記ワイヤレス通信デバイスから前記１つまたは複数のチャネルに関連するチャネル準
備完了情報を受信するための手段と、前記チャネル準備完了情報が、前記認可無線周波数
スペクトル帯域のアップリンクチャネルを介して受信される、
をさらに備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記データ送信許可が、前記ワイヤレス通信デバイスのアップリンクデータ送信に関連
し、前記装置が、
　前記受信されたチャネル準備完了情報に少なくとも部分的に基づいて、前記データ送信
許可を決定するための手段
をさらに備える、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記データ送信許可が、前記ワイヤレス通信デバイスへのダウンリンクデータ送信に関
連し、前記装置が、
　前記受信されたチャネル準備完了情報に少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは
複数のチャネルが利用不可能であると決定するための手段と、
　前記データ送信許可の前記送信を遅延させるための手段と
をさらに備える、請求項２７に記載の装置。
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【請求項３０】
　前記データ送信がスケジュールされた時間において、前記１つまたは複数のチャネルの
準備完了にかかわらず、前記１つまたは複数のチャネルに関連する前記データ送信許可を
送信するための手段
をさらに備える、請求項２６に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、２０１５年１０月１２日に出願され
た「Techniques For Downlink Scheduling And Uplink Scheduling In A Shared Radio F
requency Spectrum Band」と題する、Ｚｈａｎｇらによる米国特許出願第１４／８８０，
５４３号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、共有無線
周波数スペクトル帯域におけるダウンリンクスケジューリングおよびアップリンクスケジ
ューリングのための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなど、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器（Ｕ
Ｅ）として知られる、複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、い
くつかの基地局を含み得る。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥへの送信のために）
ダウンリンクチャネル上でＵＥと通信し、（たとえば、ＵＥから基地局への送信のために
）アップリンクチャネル上でＵＥと通信し得る。
【０００５】
　[0005]いくつかのワイヤレス多元接続通信システムは、いくつかの送信をオフロードす
るために、認可不要（unlicensed）または共有（shared）無線周波数スペクトル帯域にお
いて動作するネットワークまたは他のシステムを利用し得る。そのような場合、多元接続
通信システムと認可不要または共有無線周波数スペクトル帯域ネットワークまたはシステ
ムとの間で、共存および／または統合問題が起こる。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]説明される特徴は、概して、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリン
クスケジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法を提供する１つま
たは複数の改善された方法、システム、またはデバイスに関する。本開示のいくつかの態
様では、ワイヤレス通信デバイス（たとえば、ＵＥ）が、基地局（たとえば、発展型ノー
ドＢ（ｅＮＢ）など）からアップリンクデータ送信許可を受信し得る。アップリンクデー
タ送信許可は、共有無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスチャネル（たとえば、Ｗｉ－
Ｆｉ（登録商標）ネットワークの（１つまたは複数の）チャネルなど）に関連する。ワイ
ヤレス通信デバイスは、ワイヤレスチャネルに関連するチャネル準備完了（channel read
iness）プロシージャ（たとえば、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channel
 assessment））を実行し得る。ワイヤレス通信デバイスは、チャネル準備完了プロシー
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ジャに少なくとも部分的に基づいて、チャネル準備完了情報を基地局に送信し得る。共有
無線周波数スペクトル帯域のワイヤレスチャネルに関連するチャネル準備完了情報は、共
有無線周波数帯域とは異なる認可ＲＦスペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ（登録商標）リ
ンク）のアップリンクワイヤレスチャネルを介して送信される。
【０００７】
　[0007]本開示の他の態様によれば、基地局（たとえば、ｅＮＢなど）が、共有無線周波
数スペクトル帯域の１つまたは複数のワイヤレスチャネル（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉネット
ワークの（１つまたは複数の）チャネルなど）上でのデータ送信をスケジュールし得る。
基地局は、スケジュールされたデータ送信のためのデータ送信許可をワイヤレス通信デバ
イス（たとえば、ＵＥ）に送信し得る。データ送信許可は、共有無線周波数帯域とは異な
る認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥリンク）のダウンリンクチャネルを
介して送信され得る。
【０００８】
　[0008]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、ワイヤレス通信デバイスによっ
て、共有無線周波数（ＲＦ）スペクトル帯域のチャネルに関連するアップリンク（ＵＬ）
データ送信許可を受信することと、ワイヤレス通信デバイスによって、チャネルに関連す
るチャネル準備完了プロシージャを実行することと、チャネル準備完了プロシージャに少
なくとも部分的に基づいて、チャネル準備完了情報を基地局に送信することと、チャネル
準備完了情報は、共有ＲＦ帯域とは異なる認可ＲＦスペクトル帯域のＵＬチャネルを介し
て送信される、を含み得る。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、ワイヤレス通信デバイス
によって、共有ＲＦスペクトル帯域のチャネルに関連するＵＬデータ送信許可を受信する
ための手段と、ワイヤレス通信デバイスによって、チャネルに関連するチャネル準備完了
プロシージャを実行するための手段と、チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分
的に基づいて、チャネル準備完了情報を基地局に送信するための手段と、チャネル準備完
了情報は、共有ＲＦ帯域とは異なる認可ＲＦスペクトル帯域のＵＬチャネルを介して送信
される、を含み得る。
【００１０】
　[0010]さらなる装置が説明される。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信し
ているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、プロセッサに、ワイヤ
レス通信デバイスによって、共有ＲＦスペクトル帯域のチャネルに関連するＵＬデータ送
信許可を受信することと、ワイヤレス通信デバイスによって、チャネルに関連するチャネ
ル準備完了プロシージャを実行することと、チャネル準備完了プロシージャに少なくとも
部分的に基づいて、チャネル準備完了情報を基地局に送信することと、チャネル準備完了
情報は、共有ＲＦ帯域とは異なる認可ＲＦスペクトル帯域のＵＬチャネルを介して送信さ
れる、を行わせるように動作可能であり得る。
【００１１】
　[0011]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。本非一時
的コンピュータ可読媒体は、プロセッサに、ワイヤレス通信デバイスによって、共有ＲＦ
スペクトル帯域のチャネルに関連するＵＬデータ送信許可を受信することと、ワイヤレス
通信デバイスによって、チャネルに関連するチャネル準備完了プロシージャを実行するこ
とと、チャネル準備完了プロシージャに基づいて、チャネル準備完了情報を基地局に送信
することと、チャネル準備完了情報は、共有ＲＦ帯域とは異なる認可ＲＦスペクトル帯域
のＵＬチャネルを介して送信される、を行わせるための命令を含み得る。
【００１２】
　[0012]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、チャネル準備完了プロシージャに基づいて、チャネルが利用可能であると決定す
るためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明された方法、
装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、チャネルが利用可能であ
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るという決定に基づいて、チャネルを介してデータを送信するためのプロセス、特徴、手
段、または命令をさらに含み得る。
【００１３】
　[0013]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、チャネル準備完了プロシージャに基づいて、チャネルが利用不可能であると決定
するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記で説明された方法
、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、チャネルが不利用可能
であるという決定に基づいて、チャネルを介したデータの送信を遅延させるためのプロセ
ス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００１４】
　[0014]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、チャネル準備完了プロシージャを実行するより前に、ＵＬデータ送信許可は受
信される。
【００１５】
　[0015]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、基地局へのチャネル準備完了情報の送信の後に、ＵＬデータ送信許可は受信さ
れる。
【００１６】
　[0016]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、基地局へのチャネル準備完了情報の送信とコンカレントに、チャネルを介してデ
ータを送信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００１７】
　[0017]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、基地局へのチャネル準備完了情報の送信の後に、チャネルを介してデータを送信
するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００１８】
　[0018]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ワイヤレス通信デバイスによって、後続のチャネル準備完了情報を取得するため
に、共有ＲＦスペクトル帯域のチャネルを監視するためのプロセス、特徴、手段、または
命令をさらに含み得る。上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読
媒体のいくつかの例は、後続のチャネル準備完了情報を基地局に送信するためのプロセス
、特徴、手段、または命令をさらに含み得、後続のチャネル準備完了情報は、認可ＲＦス
ペクトル帯域のＵＬチャネルを介して送信される。
【００１９】
　[0019]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、共有ＲＦスペクトル帯域のチャネルを予約するためのプロセス、特徴、手段、ま
たは命令をさらに含み得る。
【００２０】
　[0020]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、認可ＲＦスペクトル帯域はロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ＲＦスペ
クトル帯域である。
【００２１】
　[0021]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、基地局によって、共有ＲＦスペ
クトル帯域の１つまたは複数のチャネル上でのデータ送信をスケジュールすることと、ス
ケジュールされたデータ送信のためのデータ送信許可をワイヤレス通信デバイスに送信す
ることと、データ送信許可は、共有ＲＦ帯域とは異なる認可ＲＦスペクトル帯域のダウン
リンク（ＤＬ）チャネルを介して送信される、を含み得る。
【００２２】
　[0022]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、基地局によって、共有Ｒ
Ｆスペクトル帯域の１つまたは複数のチャネル上でのデータ送信をスケジュールするため
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の手段と、スケジュールされたデータ送信のためのデータ送信許可をワイヤレス通信デバ
イスに送信するための手段と、データ送信許可は、共有ＲＦ帯域とは異なる認可ＲＦスペ
クトル帯域のＤＬチャネルを介して送信される、を含み得る。
【００２３】
　[0023]さらなる装置が説明される。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信し
ているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、プロセッサに、基地局
によって、共有ＲＦスペクトル帯域の１つまたは複数のチャネル上でのデータ送信をスケ
ジュールすることと、スケジュールされたデータ送信のためのデータ送信許可をワイヤレ
ス通信デバイスに送信することと、データ送信許可は、共有ＲＦ帯域とは異なる認可ＲＦ
スペクトル帯域のＤＬチャネルを介して送信される、を行わせるように動作可能であり得
る。
【００２４】
　[0024]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。本非一時
的コンピュータ可読媒体は、プロセッサに、基地局によって、共有ＲＦスペクトル帯域の
１つまたは複数のチャネル上でのデータ送信をスケジュールすることと、スケジュールさ
れたデータ送信のためのデータ送信許可をワイヤレス通信デバイスに送信することと、デ
ータ送信許可は、共有ＲＦ帯域とは異なる認可ＲＦスペクトル帯域のＤＬチャネルを介し
て送信される、を行わせるための命令を含み得る。
【００２５】
　[0025]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ワイヤレス通信デバイスから１つまたは複数のチャネルに関連するチャネル準備
完了情報を受信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得、チャネル
準備完了情報は、認可ＲＦスペクトル帯域のＵＬチャネルを介して受信される。
【００２６】
　[0026]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、データ送信許可は、ワイヤレス通信デバイスのＵＬデータ送信に関連し、方法
は、受信されたチャネル準備完了情報に基づいて、データ送信許可を決定することをさら
に備える。
【００２７】
　[0027]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、データ送信許可は、ワイヤレス通信デバイスへのＤＬデータ送信に関連し、方
法は、受信されたチャネル準備完了情報に基づいて、１つまたは複数のチャネルが利用不
可能であると決定することをさらに備える。上記で説明された方法、装置、または非一時
的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、データ送信許可の送信を遅延させるためのプ
ロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００２８】
　[0028]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、データ送信がスケジュールされた時間において、１つまたは複数のチャネルの準
備完了にかかわらず、１つまたは複数のチャネルに関連するデータ送信許可を送信するた
めのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００２９】
　[0029]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、データ送信許可に関連する情報をワイヤレス通信デバイスに送信するためのプロ
セス、特徴、手段、または命令をさらに含み得、情報は、認可周波数スペクトル帯域のＤ
Ｌチャネルを介して送信される。
【００３０】
　[0030]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、情報は、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）、サブバンド割当て、または
それらの組合せを備える。
【００３１】
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　[0031]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、認可ＲＦスペクトル帯域はロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ＲＦスペ
クトル帯域である。
【００３２】
　[0032]上記は、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本開
示による例の特徴および技術的利点についてやや広く概説した。追加の特徴および利点が
以下で説明される。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行するための
他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な
構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示される概念の特性、それ
らの編成と動作方法の両方は、関連する利点とともに、添付の図に関連して以下の説明を
検討するとより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明の目的でのみ与えられる
ものであり、特許請求の範囲の制限の定義として与えられるものではない。
【００３３】
　[0033]本発明の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照して実現され得る
。添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに、同じ
タイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様の構成要素同
士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベルのみ
が本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同じ
第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】[0034]本開示の様々な態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウ
ンリンクスケジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法をサポート
するワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0035]本開示の様々な態様による、共有無線周波数スペクトル帯域のためのアッ
プリンクスケジューリングとチャネル準備完了フィードバックとを与えるためのワイヤレ
ス通信システムの一例を示す図。
【図３】[0036]本開示の様々な態様による、共有無線周波数スペクトル帯域のためのアッ
プリンクスケジューリングとチャネル準備完了フィードバックとを与えるためのワイヤレ
ス通信システムの一例を示す図。
【図４】[0037]本開示の様々な態様による、共有無線周波数スペクトル帯域のためのアッ
プリンクスケジューリングとチャネル準備完了フィードバックとを与えるためのワイヤレ
ス通信システムの一例を示す図。
【図５】[0038]本開示の様々な態様による、共有無線周波数スペクトル帯域のためのダウ
ンリンクスケジューリングとチャネル準備完了フィードバックとを与えるためのワイヤレ
ス通信システムの一例を示す図。
【図６】[0039]本開示の態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリン
クスケジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法をサポートするワ
イヤレスデバイスの例を示すブロック図。
【図７】本開示の態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリンクスケ
ジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法をサポートするワイヤレ
スデバイスの例を示すブロック図。
【図８】本開示の態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリンクスケ
ジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法をサポートするワイヤレ
スデバイスの例を示すブロック図。
【図９】[0040]本開示の態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリン
クスケジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法をサポートするＵ
Ｅを含むシステムの一例を示すブロック図。
【図１０】[0041]本開示の態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリ
ンクスケジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法をサポートする
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ワイヤレスデバイスの例を示すブロック図。
【図１１】本開示の態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリンクス
ケジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法をサポートするワイヤ
レスデバイスの例を示すブロック図。
【図１２】本開示の態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリンクス
ケジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法をサポートするワイヤ
レスデバイスの例を示すブロック図。
【図１３】[0042]本開示の態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリ
ンクスケジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法をサポートする
基地局を含むシステムの一例を示すブロック図。
【図１４】[0043]本開示の態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリ
ンクスケジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法のための方法の
例を示すフローチャート。
【図１５】本開示の態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリンクス
ケジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法のための方法の例を示
すフローチャート。
【図１６】本開示の態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリンクス
ケジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法のための方法の例を示
すフローチャート。
【図１７】本開示の態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリンクス
ケジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法のための方法の例を示
すフローチャート。
【図１８】本開示の態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリンクス
ケジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法のための方法の例を示
すフローチャート。
【図１９】本開示の態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリンクス
ケジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法のための方法の例を示
すフローチャート。
【図２０】本開示の態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリンクス
ケジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法のための方法の例を示
すフローチャート。
【図２１】本開示の態様による、共有無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリンクス
ケジューリングおよびアップリンクスケジューリングのための技法のための方法の例を示
すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　[0044]主に認可無線周波数スペクトル帯域に関連するいくつかのワイヤレス通信システ
ムが、認可不要または共有無線周波数スペクトル帯域ネットワークまたはシステム（たと
えば、２．４ＧＨｚ　ＩＳＭ（産業、科学および医療）および／または５ＧＨｚ　Ｕ－Ｎ
ＩＩ（認可不要国内情報インフラストラクチャ）無線周波数帯域を利用する８０２．１１
　Ｗｉ－Ｆｉシステム）を利用するかまたはそれと共存するように構成され得る。この点
について、認可不要または共有無線周波数スペクトル帯域ネットワークまたはシステム利
益は、これらのネットワークにおいて利用可能な高ピークデータ通信レートである。しか
しながら、認可無線周波数スペクトル帯域ならびに共有無線周波数スペクトル帯域の両方
において送信することが可能であるＵＥのためのダウンリンクおよびアップリンクデータ
送信をスケジュールすることは、少なくとも部分的に、対応するネットワーク／システム
間のチャネル獲得および許可プロシージャにおける差により、問題になることがある。
【００３６】
　[0045]主題の技術の態様によれば、ロングタームエボリューション制御Ｗｉ－Ｆｉ（Ｌ
ＴＥ－ＣＷ：Long Term Evolution Controlled Wi-Fi）ネットワーク環境が、Ｗｉ－Ｆｉ
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ネットワークにおける認可不要または共有周波数スペクトル帯域の性能およびカバレージ
を改善するためにＬＴＥネットワークの認可スペクトル帯域を利用するＵＥを含む。ＬＴ
ＥデータチャネルまたはＬＴＥ制御チャネルのいずれかを使用して、ＬＴＥリンクを介し
てＷｉ－Ｆｉネットワークのためのアップリンクおよびダウンリンクデータ送信許可が送
信され得る。たとえば、Ｗｉ－Ｆｉアップリンクデータ送信許可をスケジュールするため
に、ＬＴＥリンクまたはキャリア（たとえば、低帯域幅であるが、信頼できるチャネル）
が使用される。ＵＥは、たとえば、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行するこ
とによって、Ｗｉ－Ｆｉネットワークにおける共有周波数スペクトル帯域の１つまたは複
数のチャネルに関連するチャネル準備完了プロシージャを実行し得る。ＵＥは、ＬＴＥリ
ンクのアップリンクチャネルを介してチャネル準備完了情報（たとえば、ＣＣＡの結果）
を送信することによって、その情報をｅＮＢに与え得る。
【００３７】
　[0046]いくつかの場合には、ＵＥは、チャネル準備完了プロシージャを実行するより前
に、アップリンクデータ送信許可を受信することになる。しかしながら、他の場合には、
ＵＥは、チャネル準備完了プロシージャを実行し、チャネル準備完了情報をｅＮＢに送信
し得る。ｅＮＢは、Ｗｉ－Ｆｉネットワークにおける共有周波数スペクトル帯域の１つま
たは複数のチャネルの利用可能性を決定するために、ＵＥからのチャネル準備完了情報を
分析し得、次いで、アップリンクデータ送信許可をＵＥに送信する。いずれの場合も、ア
ップリンクデータ送信許可は、ＬＴＥリンクのダウンリンクチャネルを介してＵＥによっ
て受信され得る。
【００３８】
　[0047]主題の技術の他の態様によれば、ｅＮＢは、Ｗｉ－Ｆｉネットワークの共有無線
周波数スペクトル帯域の１つまたは複数のワイヤレスチャネル上でのデータ送信をスケジ
ュールし得る。このデータ送信は、ダウンリンクまたはアップリンクデータ送信に関連し
得る。ｅＮＢ局は、スケジュールされたダウンリンクまたはスケジュールされたアップリ
ンクデータ送信のためのデータ送信許可をＵＥに送信し得る。データ送信許可は、ＬＴＥ
リンクのダウンリンクチャネルを介して送信され得る。ｅＮＢはまた、ＵＥから１つまた
は複数のワイヤレスチャネルに関連するチャネル準備完了情報を受信し得る。（共有無線
周波数スペクトル帯域の１つまたは複数のワイヤレスチャネルに関連する）このチャネル
準備完了情報は、ｅＮＢによってＬＴＥリンクのアップリンクチャネル上で受信される。
【００３９】
　[0048]以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用
可能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明さ
れる要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に様々なプロシ
ージャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、説明される方法は、
説明される順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加、省略、または組み
合わせられ得る。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例において組み合
わせられ得る。
【００４０】
　[0049]図１は、本開示の様々な態様による、共有無線周波数（ＲＦ）スペクトル帯域に
おけるダウンリンク（ＤＬ）スケジューリングおよびアップリンク（ＵＬ）スケジューリ
ングのための技法をサポートするワイヤレス通信システム１００の一例を示す図である。
ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ
）１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。いくつかの例では、ワイヤレス通信シス
テム１００はロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワーク、ＬＴＥアドバンス
ト（ＬＴＥ－Ａ）ネットワーク、またはＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉ（ＬＴＥ－ＣＷ）ネットワ
ークであり得る。
【００４１】
　[0050]コアネットワーク１３０は、ユーザ認証と、アクセス許可と、トラッキングと、
インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性と、他のアクセス、ルーティング、またはモビ
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リティ機能とを与え得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１
など）を通してコアネットワーク１３０とインターフェースする。基地局１０５は、ＵＥ
１１５との通信のための無線構成およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局
コントローラ（図示せず）の制御下で動作し得る。様々な例では、基地局１０５は、ワイ
ヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ
１など）を介して互いと直接または間接的にのいずれかで（たとえば、コアネットワーク
１３０を通して）通信し得る。
【００４２】
　[0051]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１
１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの例では、基地局１０５は、基地トランシー
バ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、発展型ノードＢ（
ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれ
ることがある。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえ
ば、マクロ基地局またはスモールセル基地局）を含み得る。異なる技術のための重複する
地理的カバレージエリア１１０があり得る。ワイヤレス通信システム１００に示されてい
る通信リンク１２５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのＵＬ送信、または基地局１０５
からＵＥ１１５へのＤＬ送信を含み得る。
【００４３】
　[0052]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定または移動であり得る。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、リモートユニ
ット、ワイヤレスデバイス、アクセス端末（ＡＴ）、ハンドセット、ユーザエージェント
、クライアント、または同様の用語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラーフォ
ン、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、パーソナルコンピュータ、タブレット、
パーソナル電子デバイス、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、マシンタイプ通信（
ＭＴＣ）デバイスなどでもあり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレ
ー基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可
能であり得る。
【００４４】
　[0053]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの例では、基地局１０５またはＵＥ１
１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信品質と信頼性とを改善するために、アン
テナダイバーシティ方式を採用するために複数のアンテナを含み得る。追加または代替と
して、基地局１０５またはＵＥ１１５は、同じまたは異なるコード化データを搬送する複
数の空間レイヤを送信するために、マルチパス環境を利用し得る多入力多出力（ＭＩＭＯ
）技法を採用し得る。
【００４５】
　[0054]ワイヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。
同期動作の場合、基地局１０５は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局１０
５からの送信は時間的に近似的に整合され得る。非同期動作の場合、基地局１０５は異な
るフレームタイミングを有し得、異なる基地局１０５からの送信は時間的に整合されない
ことがある。本明細書で説明される技法は、同期動作または非同期動作のいずれかのため
に使用され得る。
【００４６】
　[0055]様々な開示される例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化
プロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得、ユーザプレ
ーン中のデータはＩＰに基づき得る。無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤが、論理チャネル
を介して通信するためにパケットセグメンテーションおよびリアセンブリを実行し得る。
媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤが、優先度処理と、トランスポートチャネルへの論理
チャネルの多重化とを実行し得る。ＭＡＣレイヤはまた、リンク効率を改善するためにＭ
ＡＣレイヤにおいて再送信を行うためにハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）を使用し
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得る。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルレイヤは、ＵＥ１１５
と基地局１０５との間のＲＲＣ接続の確立と構成と維持とを行い得る。ＲＲＣプロトコル
レイヤはまた、ユーザプレーンデータのための無線ベアラのコアネットワーク１３０サポ
ートのために使用され得る。物理（ＰＨＹ）レイヤにおいて、トランスポートチャネルは
物理チャネルにマッピングされ得る。
【００４７】
　[0056]ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域に
カバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅ
ＮＢまたは基地局１０５は、マクロセル、スモールセル、または他のタイプのセルに通信
カバレージを与え得る。「セル」という用語は、コンテキストに応じて、基地局、基地局
に関連するキャリアまたはコンポーネントキャリア、あるいはキャリアまたは基地局のカ
バレージエリア（たとえば、セクタなど）を表すために使用され得る３ＧＰＰ（登録商標
）用語である。
【００４８】
　[0057]ワイヤレスネットワークにアクセスすることを試みるＵＥ１１５は、基地局１０
５からの１次同期信号（ＰＳＳ）を検出することによって、初期セル探索を実行し得る。
ＰＳＳは、スロットタイミングの同期を可能にし得、物理レイヤ識別情報値を示し得る。
次いで、ＵＥ１１５は、２次同期信号（ＳＳＳ）を受信し得る。ＳＳＳは、無線フレーム
同期を可能にし得、セルを識別するための物理レイヤ識別情報値と組み合わせられ得る、
セル識別情報値を与え得る。ＳＳＳはまた、複信モードおよびサイクリックプレフィック
ス長の検出を可能にし得る。ＰＳＳとＳＳＳの両方が、それぞれ、キャリアの中心の６２
個と７２個のサブキャリア中にあり得る。いくつかの場合には、ＰＳＳ、ＳＳＳ、および
チャネル推定のためのセル固有参照信号（ＣＲＳ）などの他の信号が、エネルギーを節約
するために、またはセル間の干渉を減らすために、低減された周期性の送信スケジュール
に従って構成され得る。そのような構成は、発見参照信号（ＤＲＳ）構成として知られて
いることがある。
【００４９】
　[0058]ＵＥ１１５は、アイドルモードに入り、アイドルモードにおける電力消費を減ら
すために非連続受信（ＤＲＸ）をアスし得る。ＤＲＸ動作において、ＵＥは、ＤＲＸサイ
クルに従ってページングメッセージを受信するために周期的に起動するように構成され、
ＤＲＸサイクルは、セルのためのデフォルトのＤＲＸサイクルまたはＵＥ固有ＤＲＸサイ
クルであり得る。ＵＥは、ＵＥ１１５に割り当てられる一意の国際モバイル加入者識別番
号（ＩＭＳＩ）から決定されるＤＲＸサイクルおよびＵＥ固有識別子に従って、ページン
グメッセージのためのページングフレームを決定し、ＵＥはこのページングフレームを確
認するために起動する。ＵＥ１１５は特定のページング機会を確認し、これは、ＤＲＸサ
イクルおよびＵＥ固有識別子に従って決定されるページングフレーム内のサブフレームで
ある。サービングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）がＵＥ１１５のためのデータを受信する場合
、Ｓ－ＧＷは、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）に通知し得、ＭＭＥは、トラッキ
ングエリアとして知られているエリア内のあらゆる基地局１０５にページングメッセージ
を送り得る。トラッキングエリア内の各基地局１０５は、ページングオケージョン中にペ
ージングメッセージをＵＥ１１５に送り得る。したがって、ＵＥは、ＵＥがトラッキング
エリアを出るまでＭＭＥを更新することなく、アイドルのままであり得る。
【００５０】
　[0059]いくつかの場合には、ＵＥ１１５は、接続モードＤＲＸにおいて構成され得る。
接続モードＤＲＸでは、ＤＲＸサイクルは、ＵＥ１１５が（たとえば、物理ダウンリンク
制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）上の）制御情報を監視し得る「オン時間長」と、ＵＥ１１５
が無線構成要素の電源を切断し得る「ＤＲＸ期間」とからなる。いくつかの場合には、Ｕ
Ｅ１１５は、短いＤＲＸサイクルと長いＤＲＸサイクルとで構成され得る。いくつかの場
合には、ＵＥ１１５は、ＵＥ１１５が１つまたは複数の短いＤＲＸサイクルの間非アクテ
ィブである場合、長いＤＲＸサイクルに入り得る。短いＤＲＸサイクルと長いＤＲＸサイ
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クルと連続受信との間の遷移は、内部タイマーによって、または基地局１０５からのメッ
セージングによって制御され得る。ＵＥ１１５は、オン持続時間中にＰＤＣＣＨ上でスケ
ジューリングメッセージを受信し得る。スケジューリングメッセージについてＰＤＣＣＨ
を監視する間、ＵＥ１１５は「ＤＲＸ非アクティビティタイマー」を開始し得る。スケジ
ューリングメッセージが正常に受信された場合、ＵＥ１１５は、データを受信する準備を
し得、ＤＲＸ非アクティビティタイマーはリセットされ得る。スケジューリングメッセー
ジを受信することなしにＤＲＸ非アクティビティタイマーが満了したとき、ＵＥ１１５は
短いＤＲＸサイクルに移動し得、「ＤＲＸショートサイクルタイマー」を開始し得る。Ｄ
ＲＸショートサイクルタイマーが満了したとき、ＵＥ１１５は長いＤＲＸサイクルを再開
し得る。
【００５１】
　[0060]基地局１０５は、ＵＥ１１５のチャネル推定およびコヒーレント復調を助けるた
めに、セル固有基準信号（ＣＲＳ）などの周期パイロットシンボルを挿入し得る。ＣＲＳ
は、５０４個の異なるセル識別情報のうちの１つを含み得る。それらは、それらを雑音お
よび干渉に対して耐性があるようにするために、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：qu
adrature phase shift keying）とブーストされた（たとえば、周囲のデータ要素よりも
高い６ｄＢにおいて送信された）電力とを使用して変調され得る。ＣＲＳは、受信ＵＥ１
１５のアンテナポートまたはレイヤの数（最高４つ）に基づいて各リソースブロック中の
４～１６個のリソース要素中に埋め込まれ得る。基地局１０５のカバレージエリア１１０
中のすべてのＵＥ１１５によって利用され得るＣＲＳに加えて、ＵＥ固有基準信号（ＵＥ
－ＲＳ）とも呼ばれる復調基準信号（ＤＭＲＳ）は、特定のＵＥ１１５を対象とし得、そ
れらのＵＥ１１５に割り当てられたリソースブロック上でのみ送信され得る。ＤＭＲＳは
、それらが送信される各リソースブロック中の６つのリソース要素上に信号を含み得る。
異なるアンテナポートのためのＤＭーＲＳは、それぞれ、同じ６つのリソース要素を利用
し得、（たとえば、異なるリソース要素中で１または－１の異なる組合せで各信号をマス
キングする）異なる直交カバーコードを使用して区別され得る。いくつかの場合には、Ｄ
ＭＲＳの２つのセットは、隣接するリソース要素中で送信され得る。いくつかの場合には
、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）として知られる追加の基準信号が、チャネ
ル状態情報（ＣＳＩ）を生成するのを助けるために含まれ得る。ＵＬ上で、ＵＥ１１５は
、それぞれ、リンク適応および復調のための周期サウンディング基準信号（ＳＲＳ）とＵ
Ｌ　ＤＭＲＳの組合せを送信し得る。
【００５２】
　[0061]基地局１０５は、チャネルを効率的に構成およびスケジュールするためにＵＥ１
１５からチャネル状態情報を収集し得る。この情報は、チャネル状態報告の形態でＵＥ１
１５から送られ得る。チャネル状態報告は、（たとえば、ＵＥ１１５のアンテナポートに
基づいて）ＤＬ送信のために使用されるべきレイヤの数を要求するランクインジケータ（
ＲＩ：rank indicator）と、（レイヤの数に基づいて）どのプリコーダ行列が使用される
べきであるかについての選好を示すプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ：precod
ing matrix indicator）と、使用され得る最高の変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）
を表すチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）とを含んでいることがある。ＣＱＩは、ＣＲ
ＳまたはＣＳＩ－ＲＳなどの所定のパイロットシンボルを受信した後にＵＥ１１５によっ
て計算され得る。ＲＩおよびＰＭＩは、ＵＥ１１５が空間多重化をサポートしない（また
はサポート空間モードにない）場合、除外され得る。報告中に含まれる情報のタイプは報
告タイプを決定する。チャネル状態報告は、周期的または非周期的であり得る。すなわち
、基地局１０５は、一定の間隔で周期的報告を送るようにＵＥ１１５を構成し得、必要に
応じて追加の報告をも要求し得る。非周期的報告は、セル帯域幅全体にわたるチャネル品
質を示す広帯域報告、最良のサブバンドのサブセットを示すＵＥ選択報告、または報告さ
れるサブバンドが基地局１０５によって選択される構成報告を含み得る。
【００５３】
　[0062]いくつかの場合には、ワイヤレス通信システム１００は、カバレージエリア１１
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０が１つまたは複数のマクロ基地局１０５のカバレージエリア１１０と重複し得るスモー
ルセルを含み得る。いくつかの場合には、スモールセルは、高いユーザ需要をもつエリア
に、またはマクロ基地局１０５によって十分にカバーされていないエリアに追加され得る
。たとえば、スモールセルは、ショッピングセンターに、または信号送信が地形または建
築物によってブロックされるエリアに配置され得る。いくつかの場合には、スモールセル
は、負荷が高いとき、マクロ基地局１０５がトラフィックをオフロードすることを可能に
することによってネットワーク性能を改善し得る。ラージセルとスモールセルの両方を含
むネットワークが、異種ネットワークとして知られ得る。異種ネットワークはまた、限定
加入者グループ（ＣＳＧ）として知られる限定グループにサービスを提供し得るホーム発
展型ノードＢ（ｅＮＢ）（ＨｅＮＢ）を含み得る。たとえば、オフィスビルは、建築物の
占有者のみが使用するためのスモールセルを含み得る。いくつかの場合には、異種ネット
ワークは、同種ネットワークよりも複雑なネットワークプランニングおよび干渉緩和技法
を伴い得る。
【００５４】
　[0063]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、すな
わち、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と呼ばれ得る特徴を
サポートし得る。キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャネルなど
と呼ばれることもある。「コンポーネントキャリア」という用語は、ＣＡ動作においてＵ
Ｅによって利用される複数のキャリアの各々を指すことがあり、システム帯域幅の他の部
分とは別個であり得る。たとえば、コンポーネントキャリアは、独立して、または他のコ
ンポーネントキャリアと組み合わせて利用されることが可能である、比較的狭い帯域幅の
キャリアであり得る。各コンポーネントキャリアは、ロングタームエボリューション（Ｌ
ＴＥ）規格のリリース８またはリリース９に基づく分離キャリアと同じ能力を与え得る。
複数のコンポーネントキャリアは、いくつかのＵＥ１１５に、より大きい帯域幅と、たと
えば、より高いデータレートとを与えるために、アグリゲートされるか、またはコンカレ
ントに利用され得る。したがって、個々のコンポーネントキャリアは、レガシーＵＥ１１
５（たとえば、ＬＴＥリリース８またはリリース９を実装するＵＥ１１５）との後方互換
性があることがあるが、他のＵＥ１１５（たとえば、リリース８／９後のＬＴＥバージョ
ンを実装するＵＥ１１５）は、マルチキャリアモードにおいて複数のコンポーネントキャ
リアで構成され得る。ＤＬのために使用されるキャリアはＤＬ　ＣＣと呼ばれることがあ
り、ＵＬのために使用されるキャリアはＵＬ　ＣＣと呼ばれることがある。ＵＥ１１５は
、キャリアアグリゲーションのために、複数のＤＬコンポーネントキャリア（ＣＣ）と１
つまたは複数のＵＬ　ＣＣとで構成され得る。各キャリアは、制御情報（たとえば、基準
信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを送信するために使用され
得る。ＵＥ１１５は、複数のキャリアを利用して単一の基地局１０５と通信し得、また、
異なるキャリア上で同時に複数の基地局と通信し得る。ＵＥ１１５は、キャリアアグリゲ
ーションのために、複数のＤＬ　ＣＣと１つまたは複数のＵＬ　ＣＣとで構成され得る。
キャリアアグリゲーションは、周波数分割複信（ＦＤＤ）コンポーネントキャリアと時分
割複信（ＴＤＤ）コンポーネントキャリアの両方とともに使用され得る。
【００５５】
　[0064]基地局１０５の各セルは、ＵＬ　ＣＣまたはＤＬ　ＣＣであり得るＣＣを含む。
セルは、ＦＤＤ動作においてＵＬ　ＣＣを含み得る。基地局１０５のための各サービング
セルのカバレージエリア１１０は異なり得る（たとえば、異なる周波数帯域上のＣＣは、
異なる経路損失を経験し得る）。いくつかの例では、あるキャリアは、１次セル（ＰＣｅ
ｌｌ）によってサービスされ得る、ＵＥ１１５のための１次キャリアまたは１次コンポー
ネントキャリア（ＰＣＣ）として指定される。１次セルは、ＵＥごとに上位レイヤ（たと
えば、無線リソース制御（ＲＲＣ）など）によって半静的に構成され得る。あるアップリ
ンク制御情報（ＵＣＩ）、たとえば、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上で
送信される肯定応答（ＡＣＫ）／ＮＡＣＫ、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、およ
びスケジューリング情報は、１次セルによって搬送される。追加のキャリアは、２次セル
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（ＳＣｅｌｌ）によってサービスされ得る、２次キャリア、または２次コンポーネントキ
ャリア（ＳＣＣ）として指定され得る。２次セルは、同様に、ＵＥごとに半静的に構成さ
れ得る。いくつかの場合には、２次セルは、１次セルと同じ制御情報を含まないかまたは
それを送信するように構成されないことがある。他の場合には、１つまたは複数の二次セ
ル（ＳＣｅｌｌ）は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を搬送するために指
定され得、ＳＣｅｌｌは、関連するＵＬ制御情報を搬送するためにどのＣＣが使用される
かに基づいて、ＰＵＣＣＨグループに編成され得る。いくつかのワイヤレスネットワーク
は、多数のキャリア（たとえば、５つのキャリアから３２個のキャリアの間）に基づく拡
張ＣＡ動作、認可不要スペクトル中の動作、または拡張ＣＣの使用を利用し得る。
【００５６】
　[0065]いくつかの場合には、構成されたＳＣｅｌｌは、一次キャリア（たとえば、ＰＣ
ｅｌｌなど）を使用する構成セルによって、個々のＵＥ１１５に対してアクティブ化およ
び非アクティブ化される。たとえば、構成されたＳＣｅｌｌのためのアクティブ化コマン
ドおよび非アクティブ化コマンドは、ＭＡＣシグナリングにおいて搬送され得る。ＳＣｅ
ｌｌが非アクティブ化されるとき、ＵＥ１１５は、ＳＣｅｌｌのための制御情報を監視す
る必要がなく、対応するＤＬ　ＣＣを受信する必要がなく、対応するＵＬ　ＣＣ中で送信
することができず、またはチャネル品質情報（ＣＱＩ）測定を実行することも必要とされ
ない。ＳＣｅｌｌの非アクティブ化時に、ＵＥはまた、ＳＣｅｌｌに関連するすべてのＨ
ＡＲＱバッファをフラッシュし得る。反対に、ＳＣｅｌｌがアクティブであるとき、ＵＥ
１１５は、ＳＣｅｌｌのための制御情報および／またはデータ送信を受信し、ＣＱＩ測定
を実行することが可能であることが予想される。アクティブ化／非アクティブ化機構は、
ＭＡＣ制御要素と非アクティブ化タイマーの組合せに基づく。ＭＡＣ制御要素は、ＳＣｅ
ｌｌが個々にアクティブ化および非アクティブ化され得、単一のアクティブ化／非アクテ
ィブ化コマンドがＳＣｅｌｌのサブセットをアクティブ化／非アクティブ化することがで
きるように、ＳＣｅｌｌの個々のアクティブ化および非アクティブ化のためのビットマッ
プを搬送する。ＳＣｅｌｌごとに１つの非アクティブ化タイマーが維持されるが、ＲＲＣ
によってＵＥごとに１つの共通の値が構成される。
【００５７】
　[0066]いくつかの場合には、ＵＥ１１５または基地局１０５は、共有ＲＦスペクトル帯
域において動作し得る（たとえば、ＬＴＥ－ＣＷネットワーク）。本明細書では、「共有
無線周波数スペクトル帯域」という用語は、帯域の共有される周波数リソースへのアクセ
スを求める競合解消プロシージャの対象である、認可不要または共有スペクトルの１つま
たは複数の帯域を意味する。共有周波数スペクトル帯域において動作するセルは、スタン
ドアロン動作モードで使用される（たとえば、１つまたは複数のＵＥのための一次キャリ
アとして使用される）ように構成されるか、または認可支援アクセス（ＬＡＡ：license 
assisted access）モードで使用されるように構成され得る。他のデバイスも、認可不要
または共有周波数スペクトルにおいて動作していることがある。例として、図１は、認可
不要周波数スペクトルにおいて通信リンク１６５を介してＷｉ－Ｆｉ専用局（ＳＴＡ）１
５５およびＵＥ１１５と通信しているＷｉ－Ｆｉアクセスポイント（ＡＰ）１５０から構
成されるネットワークを示す。
【００５８】
　[0067]いくつかの例では、ＵＥ１１５は、専用スペクトルにおいてＰＣｅｌｌを、およ
び共有周波数スペクトル帯域において１つまたは複数のＳＣｅｌｌを使用するＣＡのため
に構成され得る。ＬＡＡセルを使用するＵＥ１１５またはｅＮＢ１０５は、共有周波数ス
ペクトル帯域における送信のためのリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）プロシージャを利
用し得る。認可不要セルを介して通信するとき、デバイスは、チャネルが利用可能である
かどうかを決定するために、通信するより前にクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を
実行し得る。ＣＣＡは、他のアクティブ送信があるかどうかを決定するためのエネルギー
検出プロシージャを含み得る。たとえば、デバイスは、電力計のＲＳＳＩの変化が、チャ
ネルが占有されることを示すと推論し得る。詳細には、ある帯域幅中に集中し、所定の雑



(17) JP 2018-534851 A 2018.11.22

10

20

30

40

50

音フロアを超えるである信号電力が、別のワイヤレス送信機を示し得る。いくつかの場合
には、ＣＣＡは、チャネルの使用を示す特定のシーケンスの検出をも含み得る（たとえば
、信号検出ＣＣＡ）。たとえば、別のデバイスが、データシーケンスを送信するより前に
特定のプリアンブルまたは送信の他の指示を送信し得る。
【００５９】
　[0068]いくつかの態様によれば（たとえば、ワイヤレス通信システム１００が、ＬＴＥ
－ＣＷシステムなどであるとき、Ｗｉ－Ｆｉネットワークにおける認可不要または共有Ｒ
Ｆスペクトル帯域の性能およびカバレージを改善するために、ＬＴＥネットワークの認可
スペクトルが使用され得る。たとえば、Ｗｉ－Ｆｉネットワークにおける認可不要または
共有周波数スペクトルのカバレージ／範囲に関連する様々な制御プロシージャおよび機能
（たとえば、スケジューリングおよび報告）を扱うために、ＬＴＥリンク（たとえば、低
帯域幅であるが、信頼できるチャネル）が使用され得る。いくつかの例では、データ送信
は、ＬＴＥリンクを介した制御および通信を用いたＷｉ－Ｆｉネットワークを介して実行
される。したがって、限定はしないが、認可不要または共有周波数スペクトルのより効果
的なスケジューリングおよび利用に付随する高データレート通信のための良好なコスト構
造などの利点が、実現され得る。
【００６０】
　[0069]ＬＴＥ－ＣＷシステムにおいて、各ＵＥ１１５は、それの関連するｅＮＢ１０５
が将来のＵＬデータ送信をスケジュールすることができるように、ＬＴＥリンクを通して
チャネル準備完了情報をそのｅＮＢ１０５に報告すべきである。いくつかの態様によれば
、チャネル準備完了フィードバックプロセスを満たすための２つの異なる方法、すなわち
、パッシブチャネル準備完了フィードバック例およびプロアクティブチャネル準備完了フ
ィードバック例が採用され得る。図２および図３はパッシブチャネル準備完了フィードバ
ック例を与え、図４はプロアクティブフィードバック例を与える。
【００６１】
　[0070]図２は、共有ＲＦスペクトル帯域のためのＵＬスケジューリングおよびチャネル
準備完了フィードバックを与えるためのワイヤレス通信システム２００の一例を示す。ワ
イヤレス通信システム２００は、図１を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム
１００の部分の一例であり得る。ワイヤレス通信システム２００は、図１を参照しながら
説明された対応するデバイスの例であり得る、ｅＮＢ１０５－ａとＵＥ１１５－ａとを含
むことができる。
【００６２】
　[0071]ワイヤレス通信システム２００は、ＬＴＥ－ＣＢシステムとして構成された同期
ＬＴＥ／ＷｉＦｉ（登録商標）ネットワークであり得る。Ｗｉ－Ｆｉネットワークの共有
ＲＦスペクトル帯域におけるデータ送信を協調させるために、ＬＴＥリンクが使用され得
る。いくつかの場合には、ＵＬ許可のためのスケジューリング決定は、ＬＴＥリンクを介
した送信および処理遅延に少なくとも部分的により、データ送信が行われるべきである時
間より数ミリ秒先に行われる。したがって、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）ワ
イヤレスチャネルは、スケジュールされたデータ送信が行われると仮定される時間に、ア
イドルでないことがある。
【００６３】
　[0072]図２のパッシブチャネル準備完了フィードバック例では、ｅＮＢ１０５－ａが、
最初に、ＵＥ１１５－ａへのＵＬデータ送信スケジューリングを決定し得る。いくつかの
実装形態では、ＬＴＥ－ＣＷフレームは、１０個の１ミリ秒サブフレームを有する１０ミ
リ秒である（たとえば、１０個のサブフレームのうちの最初の５つが、図２上にサブフレ
ームＮ、Ｎ＋１、Ｎ＋２、Ｎ＋３、Ｎ＋４、およびＮ＋５として示されている）。各サブ
フレームは、ＤＬチャネル使用またはＵＬチャネル使用のいずれかのために指定され得る
。図２の例では、ＬＴＥ－ＣＷフレーム中のサブフレームの大部分が、連続的にＵＬチャ
ネルとして指定される。たとえば、Ｗｉ－Ｆｉリンク中のサブフレーム０および１に対応
し得るかまたはそれらと同期したＬＴＥリンク中のサブフレームＮおよびＮ＋１は、ＤＬ
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チャネル使用のために指定され得、Ｗｉ－Ｆｉリンク中のサブフレーム２、３、４、およ
び５に対応するかまたはそれらと同期したＬＴＥリンク中のサブフレームＮ＋２、Ｎ＋３
、Ｎ＋４、およびＮ＋５は、ＵＬチャネル使用のために指定され得る。
【００６４】
　[0073]ｅＮＢ１０５－ａは、ＬＴＥリンクのＤＬチャネル上でスケジューリング許可パ
ケット２０５をＵＥ１１５－ａに送信し得る。スケジューリング許可パケット２０５は、
Ｗｉ－Ｆｉネットワークの共有ＲＦスペクトル帯域に関連するＵＬチャネル情報を含み得
る。たとえば、スケジューリング許可パケット２０５は、ＬＴＥリンクのサブフレームＮ
中に送信され得、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレ
スチャネルのＳＩＧおよびサブバンド情報を含み得る。スケジューリング許可パケット２
０５は、Ｗｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム２に対応するＬＴＥリンクのＮ＋２サブフレー
ム中に送信するための指示を含み得る。このスケジュールされたＵＥ１１５－ａ（すなわ
ち、ｅＮＢ１０５－ａによってＵＬデータ送信許可を与えられたもの）は、ＵＥ１１５－
ａがＷｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム２におけるＵＬデータ送信について許可されたとい
うメッセージ２１０指示を取得するために、ＬＴＥリンクのＮ＋１サブフレームの第１の
部分中に処理（たとえば、ＬＴＥ物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）処理を実
行）し、スケジューリング許可パケット２０５を復号する。ＵＥ１１５－ａは、Ｗｉ－Ｆ
ｉリンクの（１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレスチャネルが利用可能であ
るかどうかを決定するために、Ｗｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム２の始めにＣＣＡプロシ
ージャ２１２を実行する。ＵＥ１１５－ａは、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）
スケジュールされたワイヤレスチャネルが実際利用可能であり、使用のために直ちに準備
ができることを示すＣＣＡプロシージャ２１２への応答を受信し得る。ＵＥ１１５－ａは
、ＣＣＡプロシージャ２１２中に取得する情報を含むチャネル準備完了フィードバック２
１５を与え得る。
【００６５】
　[0074]ＵＥ１１５－ａは、Ｗｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム２の残りについて、Ｗｉ－
Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレスチャネルを予約し、Ｗ
ｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレスチャネル上でＵＬ
　Ｗｉ－Ｆｉデータパケット２２０を送信し得る。いくつかの場合には、ＵＥ１１５－ａ
は、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレスチャネルの
すべての残りのＵＬチャネルサブフレームを予約し得る。ＵＥ１１５－ａはまた、ＬＴＥ
リンクのサブフレームＮ＋２中に、ＬＴＥリンク上でのＵＬ送信のために（たとえば、Ｕ
Ｌ　ＳＣ－ＦＤＭＡ送信のために）準備し得る。ＵＥ１１５－ａは、サブフレームＮ＋３
中に、ＬＴＥリンクのＵＬチャネル上でチャネル準備完了情報パケット２２５をｅＮＢ１
０５－ａに送信し得る。チャネル準備完了情報パケット２２５は、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（
１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレスチャネルに関連する準備完了情報を含
み得る。いくつかの場合には、このチャネル準備完了情報は、ＵＥ１１５－ａによって実
行されたＣＣＡプロシージャ２１２の報告を含み得、Ｗｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム２
から開始し、ＬＴＥ－ＣＷフレームの残り（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム
３～９）までのチャネル準備完了の指示を含み得る。
【００６６】
　[0075]チャネル準備完了情報を処理した後に、ｅＮｂ１０５－ａは、ＬＴＥ－ＣＷフレ
ームの後続のサブフレーム（たとえば、ＬＴＥリンクのサブフレームＮ＋４）中に、ＵＥ
１１５－ａまたは他のＵＥ１１５のためのデータ送信をさらにスケジュールするために、
ＵＥ１１５－ａからのこのチャネル準備完了情報（および、いくつかの場合には、他のＵ
Ｅ１１５からのチャネル準備完了情報）を利用し得る。ｅＮｂ１０５－ａはまた、ＬＴＥ
－ＣＷシステムの後続のフレームであるデータ送信をスケジュールするために、このチャ
ネル準備完了情報を利用し得る。
【００６７】
　[0076]図３は、共有ＲＦスペクトル帯域のためのＵＬスケジューリングおよびチャネル



(19) JP 2018-534851 A 2018.11.22

10

20

30

40

50

準備完了フィードバックを与えるためのワイヤレス通信システム３００の一例を示す。ワ
イヤレス通信システム３００は、図１を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム
１００の部分の一例であり得る。ワイヤレス通信システム３００は、図１を参照しながら
説明された対応するデバイスの例であり得る、ｅＮＢ１０５－ｂとＵＥ１１５－ｂとを含
むことができる。
【００６８】
　[0077]図２のワイヤレス通信システム２００と同様に、ワイヤレス通信システム３００
は、ＬＴＥ－ＣＢシステムとして構成された同期ＬＴＥ／Ｗｉ－Ｆｉネットワークであり
得る。図３のパッシブ準備完了フィードバック例では、ｅＮＢ１０５－ｂが、最初に、Ｕ
Ｅ１１５－ｂへのＵＬデータ送信スケジューリングを決定し得る。
【００６９】
　[0078]ｅＮＢ１０５－ｂは、ＬＴＥリンクのＤＬチャネル上でスケジューリング許可パ
ケット３０５をＵＥ１１５－ｂに送信し得る。スケジューリング許可パケット３０５は、
Ｗｉ－Ｆｉネットワークの共有ＲＦスペクトル帯域に関連するＵＬチャネル情報を含み得
る。たとえば、スケジューリング許可パケット３０５は、ＬＴＥリンクのサブフレームＮ
中に送信され得、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレ
スチャネルのＳＩＧおよびサブバンド情報を含み得る。スケジューリング許可パケット３
０５は、Ｗｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム２に対応するＬＴＥリンクのＮ＋２サブフレー
ム中に送信するための指示を含み得る。このスケジュールされたＵＥ１１５－ｂ（すなわ
ち、ｅＮＢ１０５－ｂによってＵＬデータ送信許可を与えられたもの）は、ＵＥ１１５－
ｂがＷｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム２におけるＵＬデータ送信について許可されたとい
うメッセージ３１０指示を取得するために、ＬＴＥリンクのＮ＋１サブフレームの第１の
部分中に処理（たとえば、ＬＴＥ　ＰＤＳＣＨ処理を実行）し、スケジューリング許可パ
ケット３０５を復号する。ＵＥ１１５－ｂは、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）
スケジュールされたワイヤレスチャネルが利用可能であるかどうかを決定するために、Ｗ
ｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム２の始めにＣＣＡプロシージャ３１２を実行する。ＵＥ１
１５－ｂは、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレスチ
ャネルが利用可能であるかどうかを決定するためのＣＣＡプロシージャ３１２への応答を
受信し得る。
【００７０】
　[0079]しかしながら、図３の例におけるＣＣＡプロシージャ３１２の結果は、Ｗｉ－Ｆ
ｉリンクの（１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレスチャネルが、Ｗｉ－Ｆｉ
リンクのサブフレーム３に対応するＬＴＥリンクのサブフレームＮ＋３まで利用可能でな
いことを示す。ＵＥ１１５－ｂは、ＣＣＡプロシージャを続け、および／または初期ＣＣ
Ａの結果を保ち得る。ＵＥ１１５－ｂは、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）スケ
ジュールされたワイヤレスチャネルが、Ｗｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム３の始めに利用
可能になるのを待つ。ＵＥ１１５－ｂは、ＣＣＡプロシージャ３１２中に取得する情報を
含むチャネル準備完了フィードバック３１５を与え得る。
【００７１】
　[0080]ＵＥ１１５－ｂは、Ｗｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム３の残りについて、Ｗｉ－
Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレスチャネルを予約し、Ｗ
ｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレスチャネル上でＵＬ
　Ｗｉ－Ｆｉデータパケット３２０を送信し得る。いくつかの場合には、ＵＥ１１５－ｂ
は、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレスチャネルの
すべての残りのＵＬチャネルサブフレームを予約し得る。ＵＥ１１５－ｂはまた、ＬＴＥ
リンクのサブフレームＮ＋３中に、ＬＴＥリンク上でのＵＬ送信のために（たとえば、Ｕ
Ｌ　ＳＣ－ＦＤＭＡ送信のために）準備し得る。ＵＥ１１５－ｂは、サブフレームＮ＋３
中に、ＬＴＥリンクのＵＬチャネル上でチャネル準備完了情報パケット３２５をｅＮＢ１
０５－ｂに送信し得る。チャネル準備完了情報パケット３２５は、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（
１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレスチャネルに関連する準備完了情報を含
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み得る。いくつかの場合には、このチャネル準備完了情報は、ＵＥ１１５－ｂによって実
行されたＣＣＡプロシージャ３１２の報告を含み得、Ｗｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム３
から開始し、ＬＴＥ－ＣＷフレームの残り（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム
４～９）までのチャネル準備完了の指示を含み得る。
【００７２】
　[0081]チャネル準備完了情報を処理した後に、ｅＮｂ１０５－ｂは、ＬＴＥ－ＣＷフレ
ームの後続のサブフレーム（たとえば、ＬＴＥリンクのサブフレームＮ＋５）中に、ＵＥ
１１５－ｂまたは他のＵＥ１１５のためのデータ送信をさらにスケジュールするために、
ＵＥ１１５－ｂからのこのチャネル準備完了情報（および、いくつかの場合には、他のＵ
Ｅ１１５からのチャネル準備完了情報）を利用し得る。ｅＮｂ１０５－ｂはまた、ＬＴＥ
－ＣＷシステムの後続のフレーム中でのデータ送信をスケジュールするために、このチャ
ネル準備完了情報を利用し得る。
【００７３】
　[0082]図４は、共有ＲＦスペクトル帯域のためのＵＬスケジューリングおよびチャネル
準備完了フィードバックを与えるためのワイヤレス通信システム４００の一例を示す。ワ
イヤレス通信システム４００は、図１を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム
１００の部分の一例であり得る。ワイヤレス通信システム４００は、図１を参照しながら
説明された対応するデバイスの例であり得る、ｅＮＢ１０５－ｃとＵＥ１１５－ｃとを含
むことができる。
【００７４】
　[0083]ワイヤレス通信システム４００はまた、ＬＴＥ－ＣＢシステムとして構成された
同期ＬＴＥ／ＷｉＦｉネットワークであり得る。Ｗｉ－Ｆｉネットワークの共有ＲＦスペ
クトル帯域におけるデータ送信を協調させるために、ＬＴＥリンクが使用され得る。図４
のプロアクティブチャネル準備完了フィードバック例では、ＵＥ１１５－ｃは、Ｗｉ－Ｆ
ｉリンクのある数の（１つまたは複数の）可能なワイヤレスチャネルを監視し得る。ＵＥ
１１５－ｃは、たとえば、各ＵＬサブフレームの始めに、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまた
は複数の）これらのワイヤレスチャネルを監視し得る。
【００７５】
　[0084]図２および図３と同様に、ＬＴＥ－ＣＷフレームは、いくつかの実装形態では、
１０個の１ミリ秒サブフレームを有する１０ミリ秒である（たとえば、１０個のサブフレ
ームのうちの最初の５つが、図４上にサブフレームＮ、Ｎ＋１、Ｎ＋２、Ｎ＋３、Ｎ＋４
、およびＮ＋５として示されている）。図４の例では、ＬＴＥ－ＣＷフレーム中のサブフ
レームの大部分が、連続的にＵＬチャネルとして指定される。たとえば、Ｗｉ－Ｆｉリン
ク中のサブフレーム０および１に対応するかまたはそれらと同期したＬＴＥリンク中のサ
ブフレームＮおよびＮ＋１は、ＤＬチャネル使用のために指定され得、Ｗｉ－Ｆｉリンク
中のサブフレーム２、３、４、および５に対応するかまたはそれらと同期したＬＴＥリン
ク中のサブフレームＮ＋２、Ｎ＋３、Ｎ＋４、およびＮ＋５は、ＵＬチャネル使用のため
に指定され得る。
【００７６】
　[0085]Ｗｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム２の始め（たとえば、図４の例中のＬＴＥ－Ｃ
Ｗフレームの第１のＵＬチャネル）に、スケジュールされていないＵＥ１１５－ｃが、Ｗ
ｉ－Ｆｉリンクの上記数の（１つまたは複数の）ワイヤレスチャネルが現在利用可能であ
るかどうかを決定するために、ＣＣＡプロシージャ４０２を実行する。たとえば、ＣＣＡ
プロシージャ４０２は、Ｗｉ－Ｆｉリンクのある（１つまたは複数の）ワイヤレスチャネ
ルがサブフレーム２中に利用可能であるが、サブフレーム３中に利用可能でないと決定し
得る。ＵＥ１１５－ｃは、ＣＣＡプロシージャ４０２中に取得する情報を含むチャネル準
備完了フィードバック４０５を与え得る。
【００７７】
　[0086]ＵＥ１１５－ｃは、ＬＴＥリンクのサブフレームＮ＋２中に、ＬＴＥリンク上で
のＵＬ送信のために（たとえば、ＵＬ　ＳＣ－ＦＤＭＡ送信のために）準備し得る。ＵＥ
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１１５－ｃは、サブフレームＮ＋３中に、ＬＴＥリンクのＵＬチャネル上でチャネル準備
完了情報パケット４１０をｅＮＢ１０５－ｃに送信し得る。チャネル準備完了情報パケッ
ト４１０は、Ｗｉ－Ｆｉリンクの上記数の（１つまたは複数の）ワイヤレスチャネルに関
連する準備完了情報を含み得る。いくつかの場合には、このチャネル準備完了情報は、Ｕ
Ｅ１１５－ｃによって実行されたＣＣＡプロシージャ４０２の報告を含み得、Ｗｉ－Ｆｉ
リンクのサブフレーム２におけるチャネル準備完了の指示を含み得る。ＵＥ１１５－ｃは
また、サブフレームＮ＋３中に、ＬＴＥリンクのＵＬチャネル上でチャネル準備完了情報
パケット４２０をｅＮＢ１０５－ｃに送信し得る。チャネル準備完了情報パケット４２０
は、Ｗｉ－Ｆｉリンクの上記数の（１つまたは複数の）ワイヤレスチャネルに関連する準
備完了情報、たとえば、（１つまたは複数の）ワイヤレスチャネルおよびＷｉ－Ｆｉリン
クのサブフレーム３において準備ができていないかまたは利用可能でないという指示を含
み得る。
【００７８】
　[0087]Ｗｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム４の始めに、ＵＥ１１５－ｃは、Ｗｉ－Ｆｉリ
ンクの上記数の（１つまたは複数の）ワイヤレスチャネルが現在利用可能であるかどうか
を決定するために、別のＣＣＡプロシージャ４１２を実行する。たとえば、ＣＣＡプロシ
ージャ４１２は、Ｗｉ－Ｆｉリンクのいくつかの（１つまたは複数の）ワイヤレスチャネ
ルがサブフレーム４中に利用可能であると決定し得る。ＵＥ１１５－ｃは、ＣＣＡプロシ
ージャ４１２中に取得する情報を含むチャネル準備完了フィードバック４１５を与え得る
。
【００７９】
　[0088]ＵＥ１１５－ｃは、ＬＴＥリンクのサブフレームＮ＋４中に、ＬＴＥリンク上で
のＵＬ送信のために（たとえば、ＵＬ　ＳＣ－ＦＤＭＡ送信のために）再び準備し得る。
ＵＥ１１５－ｃは、サブフレームＮ＋５中に、ＬＴＥリンクのＵＬチャネル上でチャネル
準備完了情報パケット４３０をｅＮＢ１０５－ｃに送信し得る。チャネル準備完了情報パ
ケット４３０は、Ｗｉ－Ｆｉリンクの上記数の（１つまたは複数の）ワイヤレスチャネル
に関連する準備完了情報を含み得る。いくつかの場合には、このチャネル準備完了情報は
、ＵＥ１１５－ｃによって実行されたＣＣＡプロシージャ４１２の報告を含み得、Ｗｉ－
Ｆｉリンクのサブフレーム４におけるチャネル準備完了の指示を含み得る。
【００８０】
　[0089]いくつかの例では、ＵＥ１１５－ｃは、ＣＣＡプロシージャを実行した後にＷｉ
－Ｆｉリンクの上記数の（１つまたは複数の）ワイヤレスチャネルのうちのいずれをも予
約せず、むしろ、データ送信をスケジュールするためにｅＮＢ１０５－ｃに譲る。したが
って、チャネル準備完了情報パケット４１０、４２０、および４３０中のチャネル準備完
了情報を処理した後に、ｅＮｂ１０５－ｃは、ＵＥ１１５－ｃまたは他のＵＥ１１５のた
めのデータ送信をスケジュールするためにＵＥ１１５－ｃからのこのチャネル準備完了情
報（および、いくつかの場合には、他のＵＥ１１５からのチャネル準備完了情報）を利用
し得る。ｅＮｂ１０５－ｃは、このチャネル準備完了情報を、ＬＴＥ－ＣＷシステムの現
在フレーム（たとえば、ＬＴＥリンクのサブフレームＮ＋３の後）または後続フレーム中
でのデータ送信をスケジュールするために利用することができる。
【００８１】
　[0090]この点について、ｅＮＢ１０５が、チャネルアセスメントプロシージャを実行す
ること、および起こり得る復号失敗に少なくとも部分的による長い遅延をもたらし得るパ
ケットを復号することを試みることとは対照的に、ＵＥ１１５は、チャネルアセスメント
プロシージャを実行し、Ｗｉ－Ｆｉネットワークの共有ＲＦスペクトル帯域上でのデータ
送信に関連する将来のＵＬスケジューリング決定において使用するためのチャネル準備完
了情報をｅＮＢ１０５に報告し得る。
【００８２】
　[0091]その上、ｅＮＢ１０５は、ＬＴＥ－ＣＷシステムにおけるＵＥ１１５のためのＵ
Ｌスケジューリングを決定するためにパッシブチャネル準備完了フィードバック例とプロ
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アクティブチャネル準備完了フィードバック例の両方からのチャネル準備完了フィードバ
ックを利用するための異なる方法を採用し得る。たとえば、ｅＮＢ１０５は、共有ＲＦス
ペクトル帯域のの（１つまたは複数の）ワイヤレスチャネルに関連するＵＬスケジューリ
ング決定を決定するために、直近のチャネル準備完了フィードバック情報のみを利用し得
る。代替または追加として、ｅＮＢ１０５は、ＵＬスケジューリング決定を決定するとき
、直近のチャネル準備完了フィードバック情報を履歴チャネル準備完了フィードバック情
報と合成し、（１つまたは複数の）ワイヤレスチャネルの指示またはプレディケーション
を与えるために統計的分析を採用し得る。
【００８３】
　[0092]図５は、共有ＲＦスペクトル帯域のためのＤＬスケジューリングおよびチャネル
準備完了フィードバックを与えるためのワイヤレス通信システム５００の一例を示す。ワ
イヤレス通信システム５００は、図１を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム
１００の部分の一例であり得る。ワイヤレス通信システム５００は、図１を参照しながら
説明された対応するデバイスの例であり得る、ｅＮＢ１０５－ｄとＵＥ１１５－ｄとを含
むことができる。
【００８４】
　[0093]ワイヤレス通信システム５００は、ＵＬデータ送信をスケジュールすることに関
して本明細書で説明されるように、ＬＴＥ－ＣＢシステムとして構成された同期ＬＴＥ／
ＷｉＦｉネットワークであり得る。Ｗｉ－Ｆｉネットワークの共有ＲＦスペクトル帯域に
おけるデータ送信を協調させるために、ＬＴＥリンクが使用され得る。いくつかの場合に
は、ＤＬ許可のためのスケジューリング決定は、ＬＴＥリンクを介した送信および処理遅
延に少なくとも部分的により、データ送信が行われるべきである時間より数ミリ秒先に行
われる。したがって、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）ワイヤレスチャネルは、
スケジュールされたデータ送信が行われると仮定される時間に、アイドルでないことがあ
り、したがって、Ｗｉ－Ｆｉチャネルの準備完了にかかわらず、ｅＮＢ１０５－ｄによっ
てＤＬデータ送信許可が与えられ得る。
【００８５】
　[0094]ｅＮＢ１０５－ｄは、ＵＥ１１５－ｄへのＤＬデータ送信スケジューリングを決
定し得る。いくつかの実装形態では、ＬＴＥ－ＣＷフレームは、１０個の１ミリ秒サブフ
レームを有する１０ミリ秒である（たとえば、１０個のサブフレームのうちの最初の５つ
が、図２上にサブフレームＮ、Ｎ＋１、Ｎ＋２、Ｎ＋３、Ｎ＋４、およびＮ＋５として示
されている）。各サブフレームは、ＤＬチャネル使用またはＵＬチャネル使用のいずれか
のために指定され得る。図５の例では、ＬＴＥ－ＣＷフレーム中のサブフレームの大部分
が、連続的にＤＬチャネルとして指定される。たとえば、ＬＴＥリンク中のサブフレーム
Ｎ、Ｎ＋１、Ｎ＋２、Ｎ＋３、Ｎ＋４、およびＮ＋５は、Ｗｉ－Ｆｉリンク中のサブフレ
ーム０、１、２、３、４、および５に対応するかまたはそれらと同期し得る。図５の例で
は、ＬＴＥリンクのサブフレームＮ、Ｎ＋１、Ｎ＋２、Ｎ＋３、およびＮ＋５はＤＬチャ
ネル使用のために指定するされ得、ＬＴＥリンクのサブフレームＮ＋４はＤＬチャネル使
用のために指定するされ得るが、Ｗｉ－Ｆｉリンク中のサブフレーム０、１、２、３、４
、および５はすべて、ＤＬチャネル使用のために指定され得る。
【００８６】
　[0095]ｅＮＢ１０５－ｄは、ＬＴＥリンクのＤＬチャネル上でスケジューリング許可パ
ケット５０５をＵＥ１１５－ｄに送信し得る。スケジューリング許可パケット５０５は、
Ｗｉ－Ｆｉネットワークの共有ＲＦスペクトル帯域に関連するＤＬチャネル情報を含み得
る。たとえば、スケジューリング許可パケット５０５は、ＬＴＥリンクのサブフレームＮ
中に送信され得、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレ
スチャネルのＳＩＧおよびサブバンド情報を含み得る。いくつかの実装形態では、スケジ
ューリング許可パケット５０５は、ＤＬデータ送信を受信するためのＭＣＳ情報をも含み
得る。スケジューリング許可パケット５０５は、ＤＬデータ送信がＷｉ－Ｆｉリンクのサ
ブフレーム２に対応するＬＴＥリンクのＮ＋２サブフレーム中に行われることになること
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への指示を含み得る。スケジューリング許可パケット５０５は、ＵＥ１１５－ｄが、スケ
ジュールされたＤＬ　ＷｉＦｉデータパケット５１５の受信とスケジューリング許可パケ
ット５０５パケット中に含まれている情報との確認に関してｅＮＢ１１５－ｄに返信する
ことができるように、ＬＴＥリンクのサブフレームＮ＋４のためのＵＬ許可をも含み得る
。
【００８７】
　[0096]しかしながら、図５の例では、Ｗｉ－Ｆｉリンクのの（１つまたは複数の）スケ
ジュールされたワイヤレスチャネルは、Ｗｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム２の始めに利用
可能でない。ＵＥ１１５－ｄは、ＬＴＥリンクのＮ＋１サブフレームの第１の部分中にス
ケジューリング許可パケット５０５を処理し（たとえば、ＬＴＥ　ＰＤＳＣＨ処理を実行
し）、ＤＬデータ送信がＷｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム２において開始すべきであると
いうメッセージ５１０を復号する。ｅＮＢ１０５－ｄは、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまた
は複数の）スケジュールされたワイヤレスチャネルが利用可能であるかどうかを決定する
ために、Ｗｉ－Ｆｉリンクのサブフレーム２の始めにＣＣＡプロシージャ５１２を実行し
得る。ｅＮＢ１０５－ｄは、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）スケジュールされ
たワイヤレスチャネルが準備ができていないかまたは利用可能でないことを示すＣＣＡプ
ロシージャ５１２への応答を受信し得る。ｅＮＢ１０５－ｄは、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１
つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレスチャネルがアイドルになり、準備ができ
るまで待ち、ＣＣＡプロシージャ５１２の後のサブフレーム２Ｗｉ－Ｆｉリンクの中央で
ＤＬ　Ｗｉ－Ｆｉデータパケット５１５を送信し始め得る。ＵＥ１１５－ｄは、Ｗｉ－Ｆ
ｉリンクのサブフレーム２中のＤＬデータ送信を予想して、ＤＬ　Ｗｉ－Ｆｉデータパケ
ット５１５の送信について（１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレスチャネル
を監視し得る。
【００８８】
　[0097]ＤＬ　Ｗｉ－Ｆｉデータパケット５１５を復号した後に、ＵＥ１１５－ｄは、Ｄ
Ｌ　Ｗｉ－Ｆｉデータパケット５１５を復号することに関連する適切なＡＣＫ／ＮＡＣＫ
／ＤＴＸメッセージを含む確認応答情報を含むメッセージ５１０を返送することになる。
ＵＥ１１５－ｄはまた、ＬＴＥリンクのサブフレームＮ＋３中に、ＬＴＥリンク上でのＵ
Ｌ送信のために（たとえば、ＵＬ　ＳＣ－ＦＤＭＡ送信のために）準備し得る。ＵＥ１１
５－ｄは、サブフレームＮ＋４中に、ＬＴＥリンクのＵＬチャネル上でＤＬ確認応答情報
パケット５２５をｅＮＢ１０５－ｄに送信し得る。ＤＬ確認応答情報パケット５２５は、
Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレスチャネル上のＤ
Ｌ　Ｗｉ－Ｆｉデータパケット５１５を復号することに関連する適切なＡＣＫ／ＮＡＣＫ
／ＤＴＸメッセージを含む確認応答情報を含み得る。ＤＬ確認応答情報パケット５２５は
、ＬＴＥリンク上のスケジューリング許可パケット５０５を復号することに関連する適切
なＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージをも含み得る。
【００８９】
　[0098]Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）スケジュールされたワイヤレスチャネ
ルが、初めに、準備ができていないかまたは利用可能でなく、ｅＮＢ１０５－ｄが、複数
のＵＥ１１５（たとえば、ＵＥ１１５－ｄおよび図示されていない他のＵＥ１１５）のた
めのデータをスケジュールしていることがある、図５の例では、ｅＮＢ１０５－ｄは、複
数のＵＥへのＤＬデータ送信のためのスケジューリングを調整し得る。たとえば、ｅＮＢ
１０５－ａは、元のスケジューリング決定に厳密に従い得、チャネルが準備ができていな
かったＤＬデータ送信の先頭の部分を廃棄する。代替または追加として、ｅＮＢ１０５－
ａは、元のスケジューリング決定をシフトし、ＤＬデータ送信を停止するために、スケジ
ュールされた時間にＤＬデータ送信の末尾の部分を切り捨て得る。
【００９０】
　[0099]たとえば、ＵＥ１１５－ｄ、第２のＵＥ１１５、および第３のＵＥ１１５の順序
で、３つのＵＥ１１５にそれぞれ２ｍｓ間送信するように、ｅＮＢ１０５－ｄがスケジュ
ールされ得る場合。ｅＮＢ１０５－ｄがＵＥ１１５－ｄに送信すると仮定されるスケジュ
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ールされた時間の１ｍｓ後までに、Ｗｉ－Ｆｉリンクの（１つまたは複数の）スケジュー
ルされたワイヤレスチャネルが準備ができていない場合、ｅＮＢ１０５－ｄは、元のスケ
ジューリング決定に従い、１ｍｓ間ＵＥ１１５－ｄに、２ｍｓ間第２のＵＥ１１５に、お
よび２ｍｓ間第３のＵＥ１１５に送信し得る。代替的に、ｅＮＢ１０５－ｄは、元のスケ
ジューリング決定をシフトし、２ｍｓ間ＵＥ１１５－ｄに、２ｍｓ間第２のＵＥ１１５に
、１ｍｓ間第３のＵＥ１１５に送信し得る。
【００９１】
　[0100]図６は、本開示の様々な態様による、共有ＲＦスペクトル帯域におけるＤＬスケ
ジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法をサポートするワイヤレスデバイ
ス６００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス６００は、図１～図５を参照しながら
説明されたＵＥ１１５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス６００は、受信機６
０５と、チャネルマネージャ６１０と、送信機６１５とを含み得る。ワイヤレスデバイス
６００はプロセッサをも含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることが
ある。
【００９２】
　[0101]受信機６０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連す
る制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、および共有ＲＦスペクトル帯域
におけるＤＬスケジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法に関係する情報
など）などの情報を受信し得る。情報は、デバイスの他の構成要素に受け渡され得る。受
信機６０５は、図９を参照しながら説明されるトランシーバ９２５の態様の一例であり得
る。
【００９３】
　[0102]チャネルマネージャ６１０は、共有ＲＦスペクトル帯域のチャネルに関連するＵ
Ｌデータ送信許可を受信することと、チャネルに関連するチャネル準備完了プロシージャ
を実行することと、チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、チャ
ネル準備完了情報を基地局に送信することと、チャネル準備完了情報が、共有ＲＦ帯域と
は異なる認可ＲＦスペクトル帯域のＵＬチャネルを介して送信される、を行い得る。チャ
ネルマネージャ６１０はまた、図９を参照しながら説明されるチャネルマネージャ９０５
の態様の一例であり得る。
【００９４】
　[0103]送信機６１５は、ワイヤレスデバイス６００の他の構成要素から受信された信号
を送信し得る。いくつかの例では、送信機６１５は、トランシーバモジュール中で受信機
とコロケートされ得る。たとえば、送信機６１５は、図９を参照しながら説明されるトラ
ンシーバ９２５の態様の一例であり得る。送信機６１５は単一のアンテナを含み得るか、
またはそれは複数のアンテナを含み得る。
【００９５】
　[0104]図７は、本開示の様々な態様による、共有ＲＦスペクトル帯域におけるＤＬスケ
ジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法をサポートするワイヤレスデバイ
ス７００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス７００は、図１～図５を参照しながら
説明されたワイヤレスデバイス６００またはＵＥ１１５の態様の一例であり得る。ワイヤ
レスデバイス７００は、受信機７０５と、チャネルマネージャ７１０と、送信機７２５と
を含み得る。ワイヤレスデバイス７００はプロセッサをも含み得る。これらの構成要素の
各々は互いと通信していることがある。
【００９６】
　[0105]受信機７０５は、デバイスの他の構成要素に受け渡され得る情報を受信し得る。
受信機７０５はまた、図６の受信機６０５を参照しながら説明された機能を実行し得る。
受信機７０５は、図９を参照しながら説明されるトランシーバ９２５の態様の一例であり
得る。
【００９７】
　[0106]チャネルマネージャ７１０は、図６を参照しながら説明されたチャネルマネージ
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ャ６１０の態様の一例であり得る。チャネルマネージャ７１０は、チャネルマネージャ７
１５と、トランシーバ７２０とを含み得る。チャネルマネージャ７１０は、図９を参照し
ながら説明されるチャネルマネージャ９０５の態様の一例であり得る。
【００９８】
　[0107]チャネルマネージャ７１５は、チャネルが利用不可能であるという決定に少なく
とも部分的に基づいて、チャネルを介したデータの送信を遅延させることと、後続のチャ
ネル準備完了情報を取得するために、共有ＲＦスペクトル帯域のチャネルを監視すること
と、チャネルに関連するチャネル準備完了プロシージャを実行することとを行い得る。
【００９９】
　[0108]トランシーバ７２０は、基地局へのチャネル準備完了情報の送信とコンカレント
に、チャネルを介してデータを送信することと、基地局へのチャネル準備完了情報の送信
の後に、チャネルを介してデータを送信することと、後続のチャネル準備完了情報を基地
局に送信することと、後続のチャネル準備完了情報が、認可ＲＦスペクトル帯域のＵＬチ
ャネルを介して送信される、共有ＲＦスペクトル帯域のチャネルを予約することと、共有
ＲＦスペクトル帯域のチャネルに関連するＵＬデータ送信許可を受信することと、チャネ
ル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、チャネル準備完了情報を基地局
に送信することと、チャネル準備完了情報が、共有ＲＦ帯域とは異なる認可ＲＦスペクト
ル帯域のＵＬチャネルを介して送信される、チャネルが利用可能であるという決定に少な
くとも部分的に基づいて、チャネルを介してデータを送信することとを行い得る。いくつ
かの場合には、チャネル準備完了プロシージャを実行するより前に、ＵＬデータ送信許可
は受信される。いくつかの場合には、基地局へのチャネル準備完了情報の送信の後に、Ｕ
Ｌデータ送信許可は受信される。いくつかの場合には、認可ＲＦスペクトル帯域はＬＴＥ
　ＲＦスペクトル帯域である。
【０１００】
　[0109]送信機７２５は、ワイヤレスデバイス７００の他の構成要素から受信された信号
を送信し得る。いくつかの例では、送信機７２５は、トランシーバモジュール中で受信機
とコロケートされ得る。たとえば、送信機７２５は、図９を参照しながら説明されるトラ
ンシーバ９２５の態様の一例であり得る。送信機７２５は単一のアンテナを利用し得るか
、またはそれは複数のアンテナを利用し得る。
【０１０１】
　[0110]図８は、ワイヤレスデバイス６００またはワイヤレスデバイス７００の対応する
構成要素の一例であり得るチャネルマネージャ８００のブロック図を示す。すなわち、チ
ャネルマネージャ８００は、図６および図７を参照しながら説明されたチャネルマネージ
ャ６１０またはチャネルマネージャ７１０の態様の一例であり得る。チャネルマネージャ
８００はまた、図９を参照しながら説明されるチャネルマネージャ９０５の態様の一例で
あり得る。
【０１０２】
　[0111]チャネルマネージャ８００は、チャネルマネージャ８０５と、トランシーバ８１
０と、チャネル決定器８１５とを含み得る。これらのモジュールの各々は、直接または間
接的に、（たとえば、１つまたは複数のバスを介して）互いと通信し得る。
【０１０３】
　[0112]チャネルマネージャ８０５は、チャネルが利用不可能であるという決定に少なく
とも部分的に基づいて、チャネルを介したデータの送信を遅延させることと、後続のチャ
ネル準備完了情報を取得するために、共有ＲＦスペクトル帯域のチャネルを監視すること
と、チャネルに関連するチャネル準備完了プロシージャを実行することとを行い得る。
【０１０４】
　[0113]トランシーバ８１０は、基地局へのチャネル準備完了情報の送信とコンカレント
に、チャネルを介してデータを送信することと、基地局へのチャネル準備完了情報の送信
の後に、チャネルを介してデータを送信することと、後続のチャネル準備完了情報を基地
局に送信することと、後続のチャネル準備完了情報が、認可ＲＦスペクトル帯域のＵＬチ
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ャネルを介して送信される、共有ＲＦスペクトル帯域のチャネルを予約することと、共有
ＲＦスペクトル帯域のチャネルに関連するＵＬデータ送信許可を受信することと、チャネ
ル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、チャネル準備完了情報を基地局
に送信することと、チャネル準備完了情報が、共有ＲＦ帯域とは異なる認可ＲＦスペクト
ル帯域のＵＬチャネルを介して送信される、チャネルが利用可能であるという決定に少な
くとも部分的に基づいて、チャネルを介してデータを送信することとを行い得る。いくつ
かの場合には、チャネル準備完了プロシージャを実行するより前に、ＵＬデータ送信許可
は受信される。いくつかの場合には、基地局へのチャネル準備完了情報の送信の後に、Ｕ
Ｌデータ送信許可は受信される。いくつかの場合には、認可ＲＦスペクトル帯域はＬＴＥ
　ＲＦスペクトル帯域である。
【０１０５】
　[0114]チャネル決定器８１５は、チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に
基づいて、チャネルが利用不可能であると決定することと、チャネル準備完了プロシージ
ャに少なくとも部分的に基づいて、チャネルが利用可能であると決定することとを行い得
る。
【０１０６】
　[0115]図９は、本開示の様々な態様による、共有ＲＦスペクトル帯域におけるＤＬスケ
ジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法をサポートするデバイスを含むシ
ステム９００の図を示す。たとえば、システム９００は、図１～図８を参照しながら説明
されたように、ワイヤレスデバイス６００、ワイヤレスデバイス７００、またはＵＥ１１
５の一例であり得る、ＵＥ１１５－ｅを含み得る。
【０１０７】
　[0116]ＵＥ１１５－ｅはまた、チャネルマネージャ９０５と、プロセッサ９１０と、メ
モリ９１５と、トランシーバ９２５と、アンテナ９３０と、追加のモジュール９３５とを
含み得る。これらのモジュールの各々は、直接または間接的に、（たとえば、１つまたは
複数のバスを介して）互いと通信し得る。
【０１０８】
　[0117]チャネルマネージャ９０５は、図６～図８を参照しながら説明されたように、チ
ャネルマネージャの態様の一例であり得る。プロセッサ９１０は、インテリジェントハー
ドウェアデバイス（たとえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特
定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）など）を含み得る。メモリ９１５は、ランダムアクセス
メモリ（ＲＡＭ）および読取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリ９１５は、実行
されたとき、プロセッサに本明細書で説明される様々な機能（たとえば、共有ＲＦスペク
トル帯域におけるＤＬスケジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法など）
を実行させる命令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェアを記憶し
得る。いくつかの場合には、ソフトウェア９２０は、プロセッサによって直接的に実行可
能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されたとき）コンピュータに本
明細書で説明される機能を実行させ得る。
【０１０９】
　[0118]トランシーバ９２５は、上記で説明されたように、１つまたは複数のアンテナ、
ワイヤードリンク、またはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複数のネットワークと
双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ９２５は、基地局１０５－ｅまたは別のＵ
Ｅ１１５と双方向に通信し得る。トランシーバ９２５はまた、パケットを変調し、変調さ
れたパケットを送信のためにアンテナに与えるための、およびアンテナから受信されたパ
ケットを復調するためのモデムを含み得る。いくつかの場合には、ワイヤレスデバイスは
単一のアンテナ９３０を含み得る。しかしながら、いくつかの場合には、デバイスは、複
数のワイヤレス送信をコンカレントに送信または受信することが可能であり得る２つ以上
のアンテナを有し得る。
【０１１０】
　[0119]追加のモジュール９３５は、共有または認可不要スペクトルを使用する通信、低
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減ＴＴＩまたはサブフレーム持続時間を使用する通信、あるいは多数のコンポーネントキ
ャリアを使用する通信など、拡張コンポーネントキャリア（ＥＣＣ：enhanced component
 carrier）を使用する動作を可能にし得る。
【０１１１】
　[0120]図１０は、本開示の様々な態様による、共有ＲＦスペクトル帯域におけるＤＬス
ケジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法をサポートするワイヤレスデバ
イス１０００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス１０００は、図１～図５を参照し
ながら説明された基地局１０５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス１０００は
、受信機１００５と、データ送信スケジューラ１０１０と、送信機１０１５とを含み得る
。ワイヤレスデバイス１０００はプロセッサをも含み得る。これらの構成要素の各々は互
いと通信していることがある。
【０１１２】
　[0121]受信機１００５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連
する制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、および共有ＲＦスペクトル帯
域におけるＤＬスケジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法に関係する情
報など）などの情報を受信し得る。情報は、デバイスの他の構成要素に受け渡され得る。
受信機１００５は、図１３を参照しながら説明されるトランシーバ１３２５の態様の一例
であり得る。
【０１１３】
　[0122]データ送信スケジューラ１０１０は、共有ＲＦスペクトル帯域の１つまたは複数
のチャネル上でのデータ送信をスケジュールすることと、スケジュールされたデータ送信
のためのデータ送信許可をワイヤレス通信デバイスに送信することと、データ送信許可が
、共有ＲＦ帯域とは異なる認可ＲＦスペクトル帯域のＤＬチャネルを介して送信される、
を行い得る。データ送信スケジューラ１０１０はまた、図１３を参照しながら説明される
データ送信スケジューラ１３０５の態様の一例であり得る。
【０１１４】
　[0123]送信機１０１５は、ワイヤレスデバイス１０００の他の構成要素から受信された
信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機１０１５は、トランシーバモジュール中で
受信機とコロケートされ得る。たとえば、送信機１０１５は、図１３を参照しながら説明
されるトランシーバ１３２５の態様の一例であり得る。送信機１０１５は単一のアンテナ
を含み得るか、またはそれは複数のアンテナを含み得る。
【０１１５】
　[0124]図１１は、本開示の様々な態様による、共有ＲＦスペクトル帯域におけるＤＬス
ケジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法をサポートするワイヤレスデバ
イス１１００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス１１００は、図１～図１０を参照
しながら説明されたワイヤレスデバイス１０００または基地局１０５の態様の一例であり
得る。ワイヤレスデバイス１１００は、受信機１１０５と、データ送信スケジューラ１１
１０と、送信機１１２５とを含み得る。ワイヤレスデバイス１１００はプロセッサをも含
み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【０１１６】
　[0125]受信機１１０５は、デバイスの他の構成要素に受け渡され得る情報を受信し得る
。受信機１１０５はまた、図１０の受信機１００５を参照しながら説明された機能を実行
し得る。受信機１１０５は、図１３を参照しながら説明されるトランシーバ１３２５の態
様の一例であり得る。
【０１１７】
　[0126]データ送信スケジューラ１１１０は、図１０を参照しながら説明されたデータ送
信スケジューラ１０１０の態様の一例であり得る。データ送信スケジューラ１１１０は、
データ送信スケジューラ１１１５とチャネル決定器１１２０とを含み得る。データ送信ス
ケジューラ１１１０は、図１３を参照しながら説明されるデータ送信スケジューラ１３０
５の態様の一例であり得る。
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【０１１８】
　[0127]データ送信スケジューラ１１１５は、共有ＲＦスペクトル帯域の１つまたは複数
のチャネル上でのデータ送信をスケジュールすることと、データ送信許可の送信を遅延さ
せることとを行い得る。いくつかの場合には、データ送信許可は、ワイヤレス通信デバイ
スのＵＬデータ送信に関連し、データ送信スケジューラ１１１５は、受信されたチャネル
準備完了情報に少なくとも部分的に基づいて、データ送信許可を決定することをさらに備
え得る。
【０１１９】
　[0128]チャネル決定器１１２０は、スケジュールされたデータ送信のためのデータ送信
許可をワイヤレス通信デバイスに送信することと、データ送信許可が、共有ＲＦ帯域とは
異なる認可ＲＦスペクトル帯域のＤＬチャネルを介して送信される、ワイヤレス通信デバ
イスから１つまたは複数のチャネルに関連するチャネル準備完了情報を受信することと、
チャネル準備完了情報が、認可ＲＦスペクトル帯域のＵＬチャネルを介して受信される、
を行い得る。いくつかの場合には、データ送信許可は、ワイヤレス通信デバイスへのＤＬ
データ送信に関連し、データ送信スケジューラ１１１５は、受信されたチャネル準備完了
情報に少なくとも部分的に基づいて、１つまたは複数のチャネルが利用不可能であると決
定することをさらに備え得る。いくつかの場合には、認可ＲＦスペクトル帯域はロングタ
ームエボリューション（ＬＴＥ）ＲＦスペクトル帯域である。
【０１２０】
　[0129]送信機１１２５は、ワイヤレスデバイス１１００の他の構成要素から受信された
信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機１１２５は、トランシーバモジュール中で
受信機とコロケートされ得る。たとえば、送信機１１２５は、図１３を参照しながら説明
されるトランシーバ１３２５の態様の一例であり得る。送信機１１２５は単一のアンテナ
を利用し得るか、またはそれは複数のアンテナを利用し得る。
【０１２１】
　[0130]図１２は、ワイヤレスデバイス１０００またはワイヤレスデバイス１１００の対
応する構成要素の一例であり得るデータ送信スケジューラ１２００のブロック図を示す。
すなわち、データ送信スケジューラ１２００は、図１０および図１１を参照しながら説明
されたデータ送信スケジューラ１０１０またはデータ送信スケジューラ１１１０の態様の
一例であり得る。データ送信スケジューラ１２００はまた、図１３を参照しながら説明さ
れるデータ送信スケジューラ１３０５の態様の一例であり得る。
【０１２２】
　[0131]データ送信スケジューラ１２００は、データ送信スケジューラ１２０５と、チャ
ネル決定器１２１０と、トランシーバ１２１５とを含み得る。これらのモジュールの各々
は、直接または間接的に、（たとえば、１つまたは複数のバスを介して）互いと通信し得
る。データ送信スケジューラ１２０５は、共有ＲＦスペクトル帯域の１つまたは複数のチ
ャネル上でのデータ送信をスケジュールすることと、データ送信許可の送信を遅延させる
こととを行い得る。いくつかの場合には、データ送信許可は、ワイヤレス通信デバイスの
ＵＬデータ送信に関連し、データ送信スケジューラ１２００は、さらに、受信されたチャ
ネル準備完了情報に少なくとも部分的に基づいて、データ送信許可を決定し得る。
【０１２３】
　[0132]チャネル決定器１２１０は、スケジュールされたデータ送信のためのデータ送信
許可をワイヤレス通信デバイスに送信することと、データ送信許可が、共有ＲＦ帯域とは
異なる認可ＲＦスペクトル帯域のＤＬチャネルを介して送信される、ワイヤレス通信デバ
イスから１つまたは複数のチャネルに関連するチャネル準備完了情報を受信することと、
チャネル準備完了情報が、認可ＲＦスペクトル帯域のＵＬチャネルを介して受信される、
を行い得る。いくつかの場合には、データ送信許可は、ワイヤレス通信デバイスへのＤＬ
データ送信に関連し、データ送信スケジューラ１２０５は、受信されたチャネル準備完了
情報に少なくとも部分的に基づいて、１つまたは複数のチャネルが利用不可能であると決
定することをさらに備える。いくつかの場合には、認可ＲＦスペクトル帯域はロングター
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ムエボリューション（ＬＴＥ）ＲＦスペクトル帯域である。
【０１２４】
　[0133]トランシーバ１２１５は、データ送信がスケジュールされた時間において、１つ
または複数のチャネルの準備完了にかかわらず、１つまたは複数のチャネルに関連するデ
ータ送信許可を送信することと、データ送信許可に関連する情報をワイヤレス通信デバイ
スに送信することと、情報が、認可周波数スペクトル帯域のＤＬチャネルを介して送信さ
れる、を行い得る。いくつかの場合には、情報は、変調およびコーディング方式、サブバ
ンド割当て、またはそれらの組合せを備える。
【０１２５】
　[0134]図１３は、本開示の様々な態様による、共有ＲＦスペクトル帯域におけるＤＬス
ケジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法をサポートする構成されたデバ
イスを含むワイヤレスシステム１３００のブロック図を示す。たとえば、システム１３０
０は、図１～図５および図１０～図１２を参照しながら説明されたように、ワイヤレスデ
バイス１０００、ワイヤレスデバイス１１００、または基地局１０５の一例であり得る、
基地局１０５－ｆを含み得る。基地局１０５－ｆはまた、通信を送信するための構成要素
と通信を受信するための構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要
素を含み得る。たとえば、基地局１０５－ｆは、１つまたは複数のＵＥ（たとえば、ＵＥ
１１５－ｆおよびＵＥ１１５－ｇ）と双方向に通信し得る。基地局１０５－ｆは、データ
送信スケジューラ１３０５と、プロセッサ１３１０と、メモリ１３１５と、トランシーバ
１３２５と、アンテナ１３３０と、基地局通信モジュール１３３５と、ネットワーク通信
モジュール１３４０とをも含み得る。これらのモジュールの各々は、直接または間接的に
、（たとえば、１つまたは複数のバスを介して）互いと通信し得る。
【０１２６】
　[0135]データ送信スケジューラ１３０５は、図１０～図１２を参照しながら説明された
ように、データ送信スケジューラの一例であり得る。プロセッサ１３１０は、インテリジ
ェントハードウェアデバイス、（たとえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣな
ど）を含み得るメモリ１３１５はＲＡＭおよびＲＯＭを含み得る。メモリ１３１５は、実
行されたとき、プロセッサに本明細書で説明される様々な機能（たとえば、共有ＲＦスペ
クトル帯域におけるＤＬスケジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法など
）を実行させる命令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェアを記憶
し得る。いくつかの場合には、ソフトウェア１３２０は、プロセッサによって直接的に実
行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されたとき）コンピュータ
に本明細書で説明される機能を実行させ得る。
【０１２７】
　[0136]トランシーバ１３２５は、上記で説明されたように、１つまたは複数のアンテナ
、ワイヤードリンク、またはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複数のネットワーク
と双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ１３２５は、基地局１０５またはＵＥ１
１５と双方向に通信し得る。トランシーバ１３２５はまた、パケットを変調し、変調され
たパケットを送信のためにアンテナに与えるための、およびアンテナから受信されたパケ
ットを復調するためのモデムを含み得る。いくつかの場合には、ワイヤレスデバイスは単
一のアンテナ１３３０を含み得る。しかしながら、いくつかの場合には、デバイスは、複
数のワイヤレス送信をコンカレントに送信または受信することが可能であり得る２つ以上
のアンテナ１３３０を有し得る。
【０１２８】
　[0137]基地局通信モジュール１３３５は、他の基地局１０５との通信を管理し得、他の
基地局１０５（たとえば、基地局１０５－ｇおよび基地局１０５－ｈ）と協働してＵＥ１
１５との通信を制御するためのコントローラまたはスケジューラを含み得る。たとえば、
基地局通信モジュール１３３５は、ビームフォーミングまたはジョイント送信などの様々
な干渉緩和技法のためのＵＥ１１５への送信のためのスケジューリングを協調させ得る。
いくつかの例では、基地局通信モジュール１３３５は、基地局１０５（たとえば、基地局
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１０５－ｇおよび基地局１０５－ｈ）間の通信を行うために、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤ
レス通信ネットワーク技術内のＸ２インターフェースを与え得る。
【０１２９】
　[0138]ネットワーク通信モジュール１３４０は、（たとえば、１つまたは複数のワイヤ
ードバックホールリンクを介して）コアネットワーク１３０－ａとの通信を管理し得る。
たとえば、ネットワーク通信モジュール１３４０は、１つまたは複数のＵＥ１１５など、
クライアントデバイスのためのデータ通信の転送を管理し得る。
【０１３０】
　[0139]図１４は、本開示の様々な態様による、共有ＲＦスペクトル帯域におけるＤＬス
ケジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法のための方法１４００を示すフ
ローチャートを示す。方法１４００の動作は、図１～図９を参照しながら説明されたよう
に、ＵＥ１１５またはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１４００の
動作は、本明細書で説明されたように、チャネルマネージャによって実行され得る。いく
つかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実行するようにデバイスの機能要
素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は
、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１３１】
　[0140]ブロック１４０５において、ＵＥ１１５は、図１～図９を参照しながら上記で説
明されたように、共有ＲＦスペクトル帯域のチャネルに関連するＵＬデータ送信許可を受
信する。いくつかの例では、ブロック１４０５の動作は、図７を参照しながら説明された
ように、トランシーバによって実行され得る。
【０１３２】
　[0141]ブロック１４１０において、ＵＥ１１５は、図１～図９を参照しながら上記で説
明されたように、チャネルに関連するチャネル準備完了プロシージャを実行する。いくつ
かの例では、ブロック１４１０の動作は、図７を参照しながら説明されたように、チャネ
ルマネージャによって実行され得る。
【０１３３】
　[0142]ブロック１４１５において、ＵＥ１１５は、図１～図９を参照しながら上記で説
明されたように、チャネル準備完了プロシージャに基づいて、チャネル準備完了情報を基
地局に送信し、チャネル準備完了情報は、共有ＲＦ帯域とは異なる認可ＲＦスペクトル帯
域のＵＬチャネルを介して送信される。いくつかの例では、ブロック１４１５の動作は、
図７を参照しながら説明されたように、トランシーバによって実行され得る。
【０１３４】
　[0143]図１５は、本開示の様々な態様による、共有ＲＦスペクトル帯域におけるＤＬス
ケジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法のための方法１５００を示すフ
ローチャートを示す。方法１５００の動作は、図１～図９を参照しながら説明されたよう
に、ＵＥ１１５またはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１５００の
動作は、本明細書で説明されたように、チャネルマネージャによって実行され得る。いく
つかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実行するようにデバイスの機能要
素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は
、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１３５】
　[0144]ブロック１５０５において、ＵＥ１１５は、図１～図９を参照しながら上記で説
明されたように、共有ＲＦスペクトル帯域のチャネルに関連するＵＬデータ送信許可を受
信する。いくつかの例では、ブロック１５０５の動作は、図７を参照しながら説明された
ように、トランシーバによって実行され得る。
【０１３６】
　[0145]ブロック１５１０において、ＵＥ１１５は、図１～図９を参照しながら上記で説
明されたように、チャネルに関連するチャネル準備完了プロシージャを実行する。いくつ
かの例では、ブロック１５１０の動作は、図７を参照しながら説明されたように、チャネ
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ルマネージャによって実行され得る。
【０１３７】
　[0146]ブロック１５１５において、ＵＥ１１５は、図１～図９を参照しながら上記で説
明されたように、チャネル準備完了プロシージャに基づいて、チャネル準備完了情報を基
地局に送信し、チャネル準備完了情報は、共有ＲＦ帯域とは異なる認可ＲＦスペクトル帯
域のＵＬチャネルを介して送信される。いくつかの例では、ブロック１５１５の動作は、
図７を参照しながら説明されたように、トランシーバによって実行され得る。
【０１３８】
　[0147]ブロック１５２０において、ＵＥ１１５は、図１～図９を参照しながら上記で説
明されたように、チャネル準備完了プロシージャに基づいて、チャネルが利用可能である
と決定する。いくつかの例では、ブロック１５２０の動作は、図７を参照しながら説明さ
れたように、チャネル決定器によって実行され得る。
【０１３９】
　[0148]ブロック１５２５において、ＵＥ１１５は、図１～図９を参照しながら上記で説
明されたように、チャネルが利用可能であるという決定に基づいて、チャネルを介してデ
ータを送信する。いくつかの例では、ブロック１５２５の動作は、図７を参照しながら説
明されたように、トランシーバによって実行され得る。
【０１４０】
　[0149]図１６は、本開示の様々な態様による、共有ＲＦスペクトル帯域におけるＤＬス
ケジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法のための方法１６００を示すフ
ローチャートを示す。方法１６００の動作は、図１～図９を参照しながら説明されたよう
に、ＵＥ１１５またはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１６００の
動作は、本明細書で説明されたように、チャネルマネージャによって実行され得る。いく
つかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実行するようにデバイスの機能要
素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は
、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１４１】
　[0150]ブロック１６０５において、ＵＥ１１５は、図１～図９を参照しながら上記で説
明されたように、共有ＲＦスペクトル帯域のチャネルに関連するＵＬデータ送信許可を受
信する。いくつかの例では、ブロック１６０５の動作は、図７を参照しながら説明された
ように、トランシーバによって実行され得る。
【０１４２】
　[0151]ブロック１６１０において、ＵＥ１１５は、図１～図９を参照しながら上記で説
明されたように、チャネルに関連するチャネル準備完了プロシージャを実行する。いくつ
かの例では、ブロック１６１０の動作は、図７を参照しながら説明されたように、チャネ
ルマネージャによって実行され得る。
【０１４３】
　[0152]ブロック１６１５において、ＵＥ１１５は、図１～図９を参照しながら上記で説
明されたように、チャネル準備完了プロシージャに基づいて、チャネル準備完了情報を基
地局に送信し、チャネル準備完了情報は、共有ＲＦ帯域とは異なる認可ＲＦスペクトル帯
域のＵＬチャネルを介して送信される。いくつかの例では、ブロック１６１５の動作は、
図７を参照しながら説明されたように、トランシーバによって実行され得る。
【０１４４】
　[0153]ブロック１６２０において、ＵＥ１１５は、図１～図９を参照しながら上記で説
明されたように、チャネル準備完了プロシージャに基づいて、チャネルが利用不可能であ
ると決定する。いくつかの例では、ブロック１６２０の動作は、図７を参照しながら説明
されたように、チャネル決定器によって実行され得る。
【０１４５】
　[0154]ブロック１６２５において、ＵＥ１１５は、図１～図９を参照しながら上記で説
明されたように、チャネルが利用不可能であるという決定に基づいて、チャネルを介した
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データの送信を遅延させる。いくつかの例では、ブロック１６２５の動作は、図７を参照
しながら説明されたように、チャネルマネージャによって実行され得る。
【０１４６】
　[0155]図１７は、本開示の様々な態様による、共有ＲＦスペクトル帯域におけるＤＬス
ケジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法のための方法１７００を示すフ
ローチャートを示す。方法１７００の動作は、図１～図９を参照しながら説明されたよう
に、ＵＥ１１５またはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１７００の
動作は、本明細書で説明されたように、チャネルマネージャによって実行され得る。いく
つかの例では、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実行するようにデバイスの機能要
素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は
、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１４７】
　[0156]ブロック１７１５において、ＵＥ１１５は、図１～図９を参照しながら上記で説
明されたように、チャネル準備完了プロシージャに基づいて、チャネル準備完了情報を基
地局に送信し、チャネル準備完了情報は、共有ＲＦ帯域とは異なる認可ＲＦスペクトル帯
域のＵＬチャネルを介して送信される。いくつかの例では、ブロック１７１５の動作は、
図７を参照しながら説明されたように、トランシーバによって実行され得る。
【０１４８】
　[0157]ブロック１７２０において、ＵＥ１１５は、図１～図９を参照しながら上記で説
明されたように、後続のチャネル準備完了情報を取得するために、共有ＲＦスペクトル帯
域のチャネルを監視する。いくつかの例では、ブロック１７２０の動作は、図７を参照し
ながら説明されたように、チャネルマネージャによって実行され得る。
【０１４９】
　[0158]ブロック１７２５において、ＵＥ１１５は、図１～図９を参照しながら上記で説
明されたように、後続のチャネル準備完了情報を基地局に送信し、後続のチャネル準備完
了情報は、認可ＲＦスペクトル帯域のＵＬチャネルを介して送信される。いくつかの例で
は、ブロック１７２５の動作は、図７を参照しながら説明されたように、トランシーバに
よって実行され得る。
【０１５０】
　[0159]図１８は、本開示の様々な態様による、共有ＲＦスペクトル帯域におけるＤＬス
ケジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法のための方法１８００を示すフ
ローチャートを示す。方法１８００の動作は、図１～図５および図１０～図１３を参照し
ながら説明されたように、基地局１０５またはそれの構成要素によって実装され得る。た
とえば、方法１８００の動作は、本明細書で説明されたように、データ送信スケジューラ
によって実行され得る。いくつかの例では、基地局１０５は、以下で説明される機能を実
行するようにデバイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加ま
たは代替として、基地局１０５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能
態様を実行し得る。
【０１５１】
　[0160]ブロック１８０５において、基地局１０５は、図１～図５および図１０～図１３
を参照しながら上記で説明されたように、共有ＲＦスペクトル帯域の１つまたは複数のチ
ャネル上でのデータ送信をスケジュールする。いくつかの例では、ブロック１８０５の動
作は、図１１を参照しながら説明されたように、データ送信スケジューラによって実行さ
れ得る。
【０１５２】
　[0161]ブロック１８１０において、基地局１０５は、図１～図５および図１０～図１３
を参照しながら上記で説明されたように、スケジュールされたデータ送信のためのデータ
送信許可をワイヤレス通信デバイスに送信し、データ送信許可は、共有ＲＦ帯域とは異な
る認可ＲＦスペクトル帯域のＤＬチャネルを介して送信される。いくつかの例では、ブロ
ック１８１０の動作は、図１１を参照しながら説明されたように、チャネル決定器によっ
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て実行され得る。
【０１５３】
　[0162]図１９は、本開示の様々な態様による、共有ＲＦスペクトル帯域におけるＤＬス
ケジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法のための方法１９００を示すフ
ローチャートを示す。方法１９００の動作は、図１～図５および図１０～図１３を参照し
ながら説明されたように、基地局１０５またはそれの構成要素によって実装され得る。た
とえば、方法１９００の動作は、本明細書で説明されたように、データ送信スケジューラ
によって実行され得る。いくつかの例では、基地局１０５は、以下で説明される機能を実
行するようにデバイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加ま
たは代替として、基地局１０５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能
態様を実行し得る。
【０１５４】
　[0163]ブロック１９０５において、基地局１０５は、図１～図５および図１０～図１３
を参照しながら上記で説明されたように、共有ＲＦスペクトル帯域の１つまたは複数のチ
ャネル上でのデータ送信をスケジュールする。いくつかの例では、ブロック１９０５の動
作は、図１１を参照しながら説明されたように、データ送信スケジューラによって実行さ
れ得る。
【０１５５】
　[0164]ブロック１９１０において、基地局１０５は、図１～図５および図１０～図１３
を参照しながら上記で説明されたように、スケジュールされたデータ送信のためのデータ
送信許可をワイヤレス通信デバイスに送信し、データ送信許可は、共有ＲＦ帯域とは異な
る認可ＲＦスペクトル帯域のＤＬチャネルを介して送信される。いくつかの例では、ブロ
ック１９１０の動作は、図１１を参照しながら説明されたように、チャネル決定器によっ
て実行され得る。
【０１５６】
　[0165]ブロック１９１５において、基地局１０５は、図１～図５および図１０～図１３
を参照しながら上記で説明されたように、ワイヤレス通信デバイスから１つまたは複数の
チャネルに関連するチャネル準備完了情報を受信し、チャネル準備完了情報は、認可ＲＦ
スペクトル帯域のＵＬチャネルを介して受信される。いくつかの場合には、受信されたチ
ャネル準備完了情報は、チャネル準備完了情報が基地局によって受信されたのと同じフレ
ーム中の後続のサブフレーム中の後続のデータ送信許可のために使用され得る。たとえば
、基地局１０５は、その同じフレームの残りのＵＬサブフレームを予約した、第１のワイ
ヤレス通信デバイスからチャネル情報を受信し得る。基地局１０５は、次いで、第１のワ
イヤレス通信デバイスからの受信されたチャネル準備完了情報に少なくとも部分的に基づ
いて、第１のワイヤレス通信デバイスのための後続のＵＬ送信許可、または第２のワイヤ
レス通信デバイスのための後続のＵＬ送信許可をスケジュールし得る。いくつかの例では
、ブロック１９１５の動作は、図１１を参照しながら説明されたように、チャネル決定器
によって実行され得る。
【０１５７】
　[0166]ブロック１９２０において、データ送信許可は、ワイヤレス通信デバイスのＵＬ
データ送信に関連し、基地局１０５はさらに、図１～図５および図１０～図１３を参照し
ながら上記で説明されたように、受信されたチャネル準備完了情報に基づいて、データ送
信許可を決定する。いくつかの例では、ブロック１９２０の動作は、図１１を参照しなが
ら説明されたように、データ送信スケジューラによって実行され得る。
【０１５８】
　[0167]図２０は、本開示の様々な態様による、共有ＲＦスペクトル帯域におけるＤＬス
ケジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法のための方法２０００を示すフ
ローチャートを示す。方法２０００の動作は、図１を参照しながら説明されたように、基
地局１０５またはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法２０００の動作
は、本明細書で説明されたように、データ送信スケジューラによって実行され得る。いく
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つかの例では、基地局１０５は、以下で説明される機能を実行するようにデバイスの機能
要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、基地局１０
５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１５９】
　[0168]ブロック２００５において、基地局１０５は、図１～図５および図１０～図１３
を参照しながら上記で説明されたように、共有ＲＦスペクトル帯域の１つまたは複数のチ
ャネル上でのデータ送信をスケジュールする。いくつかの例では、ブロック２００５の動
作は、図１１を参照しながら説明されたように、データ送信スケジューラによって実行さ
れ得る。
【０１６０】
　[0169]ブロック２０１０において、基地局１０５は、図１～図５および図１０～図１３
を参照しながら上記で説明されたように、スケジュールされたデータ送信のためのデータ
送信許可をワイヤレス通信デバイスに送信し、データ送信許可は、共有ＲＦ帯域とは異な
る認可ＲＦスペクトル帯域のＤＬチャネルを介して送信される。いくつかの例では、ブロ
ック２０１０の動作は、図１１を参照しながら説明されたように、チャネル決定器によっ
て実行され得る。
【０１６１】
　[0170]ブロック２０１５において、基地局１０５は、図１～図５および図１０～図１３
を参照しながら上記で説明されたように、ワイヤレス通信デバイスから１つまたは複数の
チャネルに関連するチャネル準備完了情報を受信し、チャネル準備完了情報は、認可ＲＦ
スペクトル帯域のＵＬチャネルを介して受信される。いくつかの例では、ブロック２０１
５の動作は、図１１を参照しながら説明されたように、チャネル決定器によって実行され
得る。
【０１６２】
　[0171]ブロック２０２０において、基地局１０５は得、データ送信許可は、ワイヤレス
通信デバイスへのＤＬデータ送信に関連し、本方法は、図１～図５および図１０～図１３
を参照しながら上記で説明されたように、受信されたチャネル準備完了情報に基づいて、
１つまたは複数のチャネルが利用不可能であると決定することをさらに備える。いくつか
の例では、ブロック２０２０の動作は、図１１を参照しながら説明されたように、チャネ
ル決定器によって実行され得る。
【０１６３】
　[0172]ブロック２０２５において、基地局１０５は、図１～図５および図１０～図１３
を参照しながら説明されたように、データ送信許可の送信を遅延させる。いくつかの例で
は、ブロック２０２５の動作は、図１１を参照しながら説明されたように、データ送信ス
ケジューラによって実行され得る。
【０１６４】
　[0173]図２１は、本開示の様々な態様による、共有ＲＦスペクトル帯域におけるＤＬス
ケジューリングおよびＵＬスケジューリングのための技法のための方法２１００を示すフ
ローチャートを示す。方法２１００の動作は、図１～図５および図１０～図１３を参照し
ながら説明されたように、基地局１０５またはそれの構成要素によって実装され得る。た
とえば、方法２１００の動作は、本明細書で説明されたように、データ送信スケジューラ
によって実行され得る。いくつかの例では、基地局１０５は、以下で説明される機能を実
行するようにデバイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加ま
たは代替として、基地局１０５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能
態様を実行し得る。
【０１６５】
　[0174]ブロック２１０５において、基地局１０５は、図１～図５および図１０～図１３
を参照しながら上記で説明されたように、共有ＲＦスペクトル帯域の１つまたは複数のチ
ャネル上でのデータ送信をスケジュールする。いくつかの例では、ブロック２１０５の動
作は、図１１を参照しながら説明されたように、データ送信スケジューラによって実行さ
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れ得る。
【０１６６】
　[0175]ブロック２１１０において、基地局１０５は、図１～図５および図１０～図１３
を参照しながら上記で説明されたように、スケジュールされたデータ送信のためのデータ
送信許可をワイヤレス通信デバイスに送信し、データ送信許可は、共有ＲＦ帯域とは異な
る認可ＲＦスペクトル帯域のＤＬチャネルを介して送信される。いくつかの例では、ブロ
ック２１１０の動作は、図１１を参照しながら説明されたように、チャネル決定器によっ
て実行され得る。
【０１６７】
　[0176]ブロック２１１５において、基地局１０５は、図１～図５および図１０～図１３
を参照しながら上記で説明されたように、データ送信許可に関連する情報をワイヤレス通
信デバイスに送信し、情報は、認可周波数スペクトル帯域のＤＬチャネルを介して送信さ
れる。いくつかの例では、ブロック２１１５の動作は、図１１を参照しながら説明された
ように、トランシーバによって実行され得る。
【０１６８】
　[0177]ブロック２１２０において、基地局１０５は得、情報は、図１～図５および図１
０～図１３を参照しながら上記で説明されたように、ＭＣＳ、サブバンド割当て、または
それらの組合せを含む。いくつかの例では、ブロック２１２０の動作は、図１１を参照し
ながら説明されたように、トランシーバによって実行され得る。
【０１６９】
　[0178]これらの方法は可能な実装形態を表すこと、ならびに動作およびステップは、他
の実装形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得るこ
とに留意されたい。いくつかの例では、方法のうちの２つまたはそれ以上からの態様が組
み合わせられ得る。たとえば、方法の各々の態様は、他の方法のステップまたは態様、あ
るいは本明細書で説明される他のステップまたは技法を含み得る。したがって、本開示の
態様は、共有ＲＦスペクトル帯域におけるＤＬスケジューリングおよびＵＬスケジューリ
ングのための技法を提供し得る。
【０１７０】
　[0179]本明細書の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるように与
えられた。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義され
た一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したが
って、本開示は、本明細書で説明される例および設計に限定されるべきでなく、本明細書
で開示される原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
【０１７１】
　[0180]本明細書で説明された技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムのために使用さ
れ得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用され
る。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲ
Ａ）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、
およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、
ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一
般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate 
Packet Data）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標）
）およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバル
システム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）などの無
線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ
：Ultra Mobile Broadband）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１（ＷｉＦｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥ
ＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装し得る。Ｕ
ＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（
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ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication System）の一部である。３ＧＰＰロン
グタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－
ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴ
Ｓ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」
（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）と称する団体からの文書に記載され
ている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２
」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体からの文書に記
載されている。本明細書で説明された技法は、認可不要および／または共有帯域幅を介し
たセルラー（たとえば、ＬＴＥ）通信を含む、上述のシステムおよび無線技術、ならびに
他のシステムおよび無線技術のために使用され得る。ただし、上記の説明では、例として
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムについて説明し、上記の説明の大部分においてＬＴＥ用語が
使用されるが、本技法はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ適用例以外に適用可能である。
【０１７２】
　[0181]添付の図面に関して上記に記載された詳細な説明は、例について説明しており、
実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る例のみを表すものではない。「例」および「
例示的」という語は、この説明で使用されるとき、「例、事例、または例示の働きをする
こと」を意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味しない。詳細な説明
は、説明された技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は
、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説明された例の概念
を不明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造および装置がブロック図の
形式で示されている。
【０１７３】
　[0182]情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得
る。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、
信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、
光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１７４】
　[0183]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよび構成要素は、
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプ
ログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成
要素、あるいは本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組
合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得る
が、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコン
トローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組
合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、
ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのよう
な構成としても実装され得る。
【０１７５】
　[0184]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。プロセッサによっ
て実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコー
ドとして、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介し
て送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲および趣
旨内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明された機能は、プロセッ
サによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリン
グ、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能を実装する特
徴はまた、機能の部分が、異なる物理的ロケーションにおいて実装されるように分散され
ることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。特許請求の範囲を含めて、本明細
書で使用される場合、２つ以上の項目の列挙中で使用されるとき、「および／または」と
いう用語は、列挙された項目のうちのいずれか１つが単独で採用され得ること、または列
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、組成が、構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを含んでいると記述されている場合、その
組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、
またはＡとＢとＣの組合せを含んでいることがある。また、特許請求の範囲を含めて、本
明細書で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは
「のうちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は
、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたは
ＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意
味するような選言的列挙を示す。
【０１７６】
　[0185]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記
憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体
であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰ
ＲＯＭ（登録商標）、フラッシュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ
、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデー
タ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎
用もしくは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ
得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒
体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル
、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソース
から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、ま
たは赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。
本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク
（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジ
タル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およ
びＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、
通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生
する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１７７】
　[0186]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えられた。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細
書で定義された一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され
得る。したがって、本開示は、本明細書で説明される例および設計に限定されるべきでな
く、本明細書で開示される原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべ
きである。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(42) JP 2018-534851 A 2018.11.22

【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月2日(2018.7.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信デバイスによって、共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルに関連す
るアップリンクデータ送信許可を受信することと、
　前記ワイヤレス通信デバイスによって、前記チャネルに関連するチャネル準備完了プロ
シージャを実行することと、
　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、チャネル準備完了
情報を基地局に送信することと、前記チャネル準備完了情報が、前記共有無線周波数スペ
クトル帯域とは異なる認可無線周波数スペクトル帯域のアップリンクチャネルを介して送
信される、
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信とコンカレントに、前記チャネル
を介して少なくともいくつかのデータを送信することと
　を備えるワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記チャネルが利
用可能であると決定すること
　をさらに備え、ここにおいて、前記チャネル準備完了情報の前記送信とコンカレントに
、前記チャネルを介して前記少なくともいくつかのデータを送信することが、
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　前記チャネルが利用可能であるという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記チ
ャネル準備完了情報の前記送信とコンカレントに、前記チャネルを介して前記少なくとも
いくつかのデータを送信することと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記チャネルが利
用不可能であると決定することと、
　前記チャネルが利用不可能であるという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記
チャネルを介したデータの送信を遅延させることと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記チャネル準備完了プロシージャを実行するより前に、前記アップリンクデータ送信
許可が受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信の後に、前記アップリンクデータ
送信許可が受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信の後に、前記チャネルを介してデ
ータを送信すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ワイヤレス通信デバイスによって、後続のチャネル準備完了情報を取得するために
、前記共有無線周波数スペクトル帯域の前記チャネルを監視することと、
　前記後続のチャネル準備完了情報を前記基地局に送信することと、前記後続のチャネル
準備完了情報が、前記認可無線周波数スペクトル帯域の前記アップリンクチャネルを介し
て送信される、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記共有無線周波数スペクトル帯域の前記チャネルを予約すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記認可無線周波数スペクトル帯域がロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線周
波数スペクトル帯域である、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　基地局によって、共有無線周波数スペクトル帯域の１つまたは複数のチャネル上でのデ
ータ送信をスケジュールすることと、
　前記スケジュールされたデータ送信のためのデータ送信許可をワイヤレス通信デバイス
に送信することと、前記データ送信許可が、前記共有無線スペクトル周波数帯域とは異な
る認可無線周波数スペクトル帯域のダウンリンクチャネルを介して送信される、
　前記ワイヤレス通信デバイスから前記１つまたは複数のチャネルに関連するチャネル準
備完了情報とコンカレントに、前記チャネルを介して少なくともいくつかのデータを受信
することと、前記チャネル準備完了情報が、前記認可無線周波数スペクトル帯域のアップ
リンクチャネルを介して受信される、
　を備えるワイヤレス通信の方法。
【請求項１１】
　前記データ送信許可が、前記ワイヤレス通信デバイスのアップリンクデータ送信に関連
し、前記方法が、
　前記受信されたチャネル準備完了情報に少なくとも部分的に基づいて、前記データ送信
許可を決定すること
　をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
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【請求項１２】
　前記データ送信許可が、前記ワイヤレス通信デバイスへのダウンリンクデータ送信に関
連し、前記方法が、
　前記受信されたチャネル準備完了情報に少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは
複数のチャネルが利用不可能であると決定することと、
　前記データ送信許可の前記送信を遅延させることと
　をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記データ送信がスケジュールされた時間において、前記１つまたは複数のチャネルの
準備完了にかかわらず、前記１つまたは複数のチャネルに関連する前記データ送信許可を
送信すること
　をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記データ送信許可に関連する情報を前記ワイヤレス通信デバイスに送信すること、前
記情報が、前記認可無線周波数スペクトル帯域の前記ダウンリンクチャネルを介して送信
される、
　をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　前記情報が、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）、サブバンド割当て、またはそれ
らの組合せを備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記認可無線周波数スペクトル帯域がロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線周
波数スペクトル帯域である、請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
　共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルに関連するアップリンクデータ送信許可を受
信するための手段と、
　前記チャネルに関連するチャネル準備完了プロシージャを実行するための手段と、
　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、チャネル準備完了
情報を基地局に送信するための手段と、前記チャネル準備完了情報が、前記共有無線周波
数スペクトル帯域とは異なる認可無線周波数スペクトル帯域のアップリンクチャネルを介
して送信される、
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信とコンカレントに、前記チャネル
を介して少なくともいくつかのデータを送信するための手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１８】
　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記チャネルが利
用可能であると決定するための手段
　をさらに備え、ここにおいて、前記チャネル準備完了情報の前記送信とコンカレントに
、前記チャネルを介して前記少なくともいくつかのデータを送信するための手段が、
　前記チャネルが利用可能であるという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記チ
ャネル準備完了情報の前記送信とコンカレントに、前記チャネルを介して前記少なくとも
いくつかのデータを送信するための手段と
　をさらに備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記チャネルが利
用不可能であると決定するための手段と、
　前記チャネルが利用不可能であるという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記
チャネルを介したデータの送信を遅延させるための手段と
　をさらに備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
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　前記チャネル準備完了プロシージャを実行するより前に、前記アップリンクデータ送信
許可が受信される、請求項１７に記載の装置。
【請求項２１】
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信の後に、前記アップリンクデータ
送信許可が受信される、請求項１７に記載の装置。
【請求項２２】
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信の後に、前記チャネルを介してデ
ータを送信するための手段
　をさらに備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項２３】
　共有無線周波数スペクトル帯域の１つまたは複数のチャネル上でのデータ送信をスケジ
ュールするための手段と、
　前記スケジュールされたデータ送信のためのデータ送信許可をワイヤレス通信デバイス
に送信するための手段と、前記データ送信許可が、前記共有無線周波数スペクトル帯域と
は異なる認可無線周波数スペクトル帯域のダウンリンクチャネルを介して送信される、
　前記ワイヤレス通信デバイスから前記１つまたは複数のチャネルに関連するチャネル準
備完了情報とコンカレントに、前記チャネルを介して少なくともいくつかのデータを受信
するための手段と、前記チャネル準備完了情報が、前記認可無線周波数スペクトル帯域の
アップリンクチャネルを介して受信される、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２４】
　前記データ送信許可が、前記ワイヤレス通信デバイスのアップリンクデータ送信に関連
し、前記装置が、
　前記受信されたチャネル準備完了情報に少なくとも部分的に基づいて、前記データ送信
許可を決定するための手段
　をさらに備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記データ送信許可が、前記ワイヤレス通信デバイスへのダウンリンクデータ送信に関
連し、前記装置が、
　前記受信されたチャネル準備完了情報に少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは
複数のチャネルが利用不可能であると決定するための手段と、
　前記データ送信許可の前記送信を遅延させるための手段と
　をさらに備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　前記データ送信がスケジュールされた時間において、前記１つまたは複数のチャネルの
準備完了にかかわらず、前記１つまたは複数のチャネルに関連する前記データ送信許可を
送信するための手段
　をさらに備える、請求項２３に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７７】
　[0186]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えられた。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細
書で定義された一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され
得る。したがって、本開示は、本明細書で説明される例および設計に限定されるべきでな
く、本明細書で開示される原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべ
きである。
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　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信デバイスによって、共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルに関連す
るアップリンクデータ送信許可を受信することと、
　前記ワイヤレス通信デバイスによって、前記チャネルに関連するチャネル準備完了プロ
シージャを実行することと、
　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、チャネル準備完了
情報を基地局に送信することと、前記チャネル準備完了情報が、前記共有無線周波数帯域
とは異なる認可無線周波数スペクトル帯域のＵＬチャネルを介して送信される、を備える
ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ２］
　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記チャネルが利
用可能であると決定することと、
　前記チャネルが利用可能であるという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記チ
ャネルを介してデータを送信することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記チャネルが利
用不可能であると決定することと、
　前記チャネルが利用不可能であるという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記
チャネルを介したデータの送信を遅延させることと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記チャネル準備完了プロシージャを実行するより前に、前記アップリンクデータ送信
許可が受信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信の後に、前記アップリンクデータ
送信許可が受信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信とコンカレントに、前記チャネル
を介してデータを送信すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信の後に、前記チャネルを介してデ
ータを送信すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ワイヤレス通信デバイスによって、後続のチャネル準備完了情報を取得するために
、前記共有無線周波数スペクトル帯域の前記チャネルを監視することと、
　前記後続のチャネル準備完了情報を前記基地局に送信することと、前記後続のチャネル
準備完了情報が、前記認可無線周波数スペクトル帯域の前記アップリンクチャネルを介し
て送信される、
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記共有無線周波数スペクトル帯域の前記チャネルを予約すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記認可無線周波数スペクトル帯域がロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線周
波数スペクトル帯域である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
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　基地局によって、共有無線周波数スペクトル帯域の１つまたは複数のチャネル上でのデ
ータ送信をスケジュールすることと、
　前記スケジュールされたデータ送信のためのデータ送信許可をワイヤレス通信デバイス
に送信することと、前記データ送信許可が、前記共有無線周波数帯域とは異なる認可無線
周波数スペクトル帯域のダウンリンクチャネルを介して送信される、
を備えるワイヤレス通信の方法。
［Ｃ１２］
　前記ワイヤレス通信デバイスから前記１つまたは複数のチャネルに関連するチャネル準
備完了情報を受信すること、前記チャネル準備完了情報が、前記認可無線周波数スペクト
ル帯域のアップリンクチャネルを介して受信される、
をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記データ送信許可が、前記ワイヤレス通信デバイスのアップリンクデータ送信に関連
し、前記方法が、
　前記受信されたチャネル準備完了情報に少なくとも部分的に基づいて、前記データ送信
許可を決定すること
をさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記データ送信許可が、前記ワイヤレス通信デバイスへのダウンリンクデータ送信に関
連し、前記方法が、
　前記受信されたチャネル準備完了情報に少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは
複数のチャネルが利用不可能であると決定することと、
　前記データ送信許可の前記送信を遅延させることと
をさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記データ送信がスケジュールされた時間において、前記１つまたは複数のチャネルの
準備完了にかかわらず、前記１つまたは複数のチャネルに関連する前記データ送信許可を
送信すること
をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記データ送信許可に関連する情報を前記ワイヤレス通信デバイスに送信すること、前
記情報が、前記認可周波数スペクトル帯域の前記ダウンリンクチャネルを介して送信され
る、
をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記情報が、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）、サブバンド割当て、またはそれ
らの組合せを備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記認可無線周波数スペクトル帯域がロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線周
波数スペクトル帯域である、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１９］
　共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルに関連するアップリンクデータ送信許可を受
信するための手段と、
　前記チャネルに関連するチャネル準備完了プロシージャを実行するための手段と、
　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、チャネル準備完了
情報を基地局に送信するための手段と、前記チャネル準備完了情報が、前記共有無線周波
数帯域とは異なる認可無線周波数スペクトル帯域のアップリンクチャネルを介して送信さ
れる、
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ２０］
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　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記チャネルが利
用可能であると決定するための手段と、
　前記チャネルが利用可能であるという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記チ
ャネルを介してデータを送信するための手段と
をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記チャネル準備完了プロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記チャネルが利
用不可能であると決定するための手段と、
　前記チャネルが利用不可能であるという前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記
チャネルを介したデータの送信を遅延させるための手段と
をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記チャネル準備完了プロシージャを実行するより前に、前記アップリンクデータ送信
許可が受信される、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信の後に、前記アップリンクデータ
送信許可が受信される、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信とコンカレントに、前記チャネル
を介してデータを送信するための手段
をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記基地局への前記チャネル準備完了情報の前記送信の後に、前記チャネルを介してデ
ータを送信するための手段
をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２６］
　共有無線周波数スペクトル帯域の１つまたは複数のチャネル上でのデータ送信をスケジ
ュールするための手段と、
　前記スケジュールされたデータ送信のためのデータ送信許可をワイヤレス通信デバイス
に送信するための手段と、前記データ送信許可が、前記共有無線周波数帯域とは異なる認
可無線周波数スペクトル帯域のダウンリンクチャネルを介して送信される、を備える、ワ
イヤレス通信のための装置。
［Ｃ２７］
　前記ワイヤレス通信デバイスから前記１つまたは複数のチャネルに関連するチャネル準
備完了情報を受信するための手段と、前記チャネル準備完了情報が、前記認可無線周波数
スペクトル帯域のアップリンクチャネルを介して受信される、
をさらに備える、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記データ送信許可が、前記ワイヤレス通信デバイスのアップリンクデータ送信に関連
し、前記装置が、
　前記受信されたチャネル準備完了情報に少なくとも部分的に基づいて、前記データ送信
許可を決定するための手段
をさらに備える、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記データ送信許可が、前記ワイヤレス通信デバイスへのダウンリンクデータ送信に関
連し、前記装置が、
　前記受信されたチャネル準備完了情報に少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは
複数のチャネルが利用不可能であると決定するための手段と、
　前記データ送信許可の前記送信を遅延させるための手段と
をさらに備える、Ｃ２７に記載の装置。



(50) JP 2018-534851 A 2018.11.22

［Ｃ３０］
　前記データ送信がスケジュールされた時間において、前記１つまたは複数のチャネルの
準備完了にかかわらず、前記１つまたは複数のチャネルに関連する前記データ送信許可を
送信するための手段
をさらに備える、Ｃ２６に記載の装置。
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